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は
じ
め
に

本
稿
は
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
が
平
成
二
四
年
度
に
購
入
・
収
蔵
し
た
「
博
物

学
者
鶴
田
清
次
関
係
資
料
」を
め
ぐ
っ
て
、そ
の
内
容
の
一
部
を
翻
刻
や
写
真
に
よ
っ

て
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
資
料
群
を
残
し
た
鶴
田
清
次
と
い
う
人
物
に
つ
い
て

解
説
す
る
も
の
で
あ
る
。

「
博
物
学
者
鶴
田
清
次
関
係
資
料
」
の
リ
ス
ト
は
、
表
1
と
し
て
掲
げ
た
。
史
料

の
翻
刻
は
、
本
稿
の
後
半
部
分
に
ま
と
め
て
掲
載
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
鶴
田
清
次
は
ほ
と
ん
ど
無
名
の
人
物
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
シ
ー
ボ
ル
ト
の
弟
子
に
し
て
日
本
初
の
理
学
博
士
伊
藤
圭
介
、
日
本
の
博

物
館
・
動
物
園
の
父
田
中
芳
男
と
い
う
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
移
行
期
に
お
い
て
物

産
学
・
博
物
学
の
展
開
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
師
弟
の
す
ぐ
近
く
に
身
を
置
い

た
。
ま
た
、
本
草
学
や
園
芸
を
好
ん
だ
江
戸
の
旗
本
・
御
家
人
の
系
譜
に
位
置
し
、

や
が
て
幕
府
や
明
治
政
府
の
行
政
機
構
の
中
で
そ
れ
を
自
ら
の
仕
事
と
し
、
あ
る
い

は
趣
味
と
し
て
続
け
て
い
っ
た
と
い
う
一
群
の
存
在
の
一
人
で
あ
る
）
1
（

。

新
旧
時
代
の
か
け
は
し
と
な
っ
た
伊
藤
や
田
中
、
あ
る
い
は
明
治
の
学
術
研
究
・

産
業
振
興
・
学
校
教
育
・
社
会
教
育
と
い
っ
た
諸
分
野
に
寄
与
し
た
よ
り
若
い
世
代

の
学
者
・
官
僚
た
ち
と
は
違
い
、
高
い
地
位
に
登
っ
た
わ
け
で
も
な
く
、
学
界
や
政

策
に
お
い
て
顕
著
な
功
績
を
残
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、彼
が
学
び
実
践
し
た
こ
と
、

ま
た
集
め
書
き
残
し
た
も
の
に
は
そ
れ
な
り
の
意
義
が
あ
っ
た
。
あ
る
い
は
、
彼
の

よ
う
な
存
在
そ
の
も
の
が
、
一
八
世
紀
以
来
の
本
草
学
に
対
す
る
知
的
関
心
の
高
揚

と
開
国
・
開
港
に
よ
る
国
策
と
し
て
の
殖
産
興
業
と
が
交
差
し
た
、
時
代
状
況
を
反

映
し
た
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

鶴
田
清
次
に
関
す
る
既
刊
文
献

鶴
田
清
次
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ
た
、
既
刊
の
人
名
辞
典
類
は
以
下
の
も
の
が
あ
る

程
度
で
あ
る
。

ま
ず
は
、
国
立
公
文
書
館
所
蔵
・
江
戸
城
多
聞
櫓
文
書
と
し
て
残
さ
れ
た
履
歴
明

細
短
冊
で
あ
る
（『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
と
し
て
公
刊
）。
そ
れ
か
ら
判
明
す
る
履

歴
は
以
下
の
通
り
。
鶴
田
清
次
郎
は
、
卯
年
（
慶
応
三
年
・
一
八
六
七
年
）
時
点
で

資
料
紹
介
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五
一
歳
、
高
は
七
〇
俵
五
人
扶
持
、
う
ち
元
高
は
五
〇
俵
三
人
扶
持
、
足
高
が
二
〇

俵
二
人
扶
持
。
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）
七
月
牧
野
靭
負
組
御
徒
の
養
父
鶴
田
権
兵

衛
が
病
気
に
よ
り
暇
願
い
を
出
し
、
同
月
一
八
日
養
父
の
跡
へ
御
抱
入
を
仰
せ
付
け

ら
れ
た
。
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
閏
八
月
二
四
日
御
徒
一
同
が
譜
代
を
仰
せ
付
け

ら
れ
、
席
は
学
問
所
勤
番
の
上
と
さ
れ
た
。
元
治
元
年
（
一
八
六
四
）
一
二
月
二
〇

日
開
成
所
調
役
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
同
日
同
所
物
産
学
出
役
介
に
任
じ
ら
れ
た
）
2
（

。

次
は
、
静
岡
移
住
旧
幕
臣
の
履
歴
を
集
成
し
た
前
田
匡
一
郎
氏
の
著
作
で
あ
る
）
3
（

。

同
書
は
、『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
や
官
員
録
な
ど
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、

鶴
田
清
次
（
旧
名
清
次
郎
）
は
、
文
化
一
四
年
（
一
八
一
七
）
の
生
ま
れ
で
、
養
父

権
兵
衛
は
御
徒
、
御
徒
や
開
成
所
調
役
を
経
て
、
維
新
後
は
駿
河
に
移
住
、
静
岡
藩

士
と
な
り
、
安
倍
郡
北
安
東
村
四
二
に
居
住
、
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
時
点
で
静

岡
病
院
御
薬
園
掛
、
一
〇
年
（
一
八
七
七
）
時
点
で
は
内
務
省
博
物
局
御
用
掛
準
判

任
、
一
八
年
（
一
八
八
五
）
時
点
で
は
農
商
務
省
博
物
局
御
用
掛
準
判
任
だ
っ
た
と

記
さ
れ
る
。

こ
れ
ら
は
、
い
ず
れ
も
断
片
的
な
も
の
に
す
ぎ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。

一
方
、
一
般
に
は
広
く
出
回
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
子
孫
に
よ
っ
て
ま
と

め
ら
れ
た
独
自
の
印
刷
物
が
存
在
し
た
。
馬
場
信
夫
編
『
伝
記
鶴
田
清
次
郎
』（
謄

写
版
、
内
題
「
和
歌
の
部
」、
一
七
頁
）、
同
『
伝
記
鶴
田
清
次
郎

武
術
の
部

付

水
泳
書
』（
一
九
六
八
年
、
謄
写
版
・
表
紙
の
み
活
字
、
三
一
頁
）、
同
『
伝
記
鶴
田

清
次
郎

学
問
の
部

博
覧
会
御
用
日
記
』（
一
九
六
九
年
、
謄
写
版
・
表
紙
の
み

活
字
、
六
六
頁
）
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
鶴
田
の
略
伝
を
紹
介
し
、
年
譜
を
作
成
し
つ

つ
も
、
史
料
の
翻
刻
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
手
書
き
の
謄
写
版
だ
っ
た

上
記
三
種
を
活
字
化
し
た
も
の
が
、
馬
場
信
夫
『
か
く
て
か
く
あ
り
き

わ
が
半
生

記

総
集
編
』（
一
九
九
〇
年
、
私
家
版
）
と
い
う
書
籍
に
再
録
さ
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、「
博
覧
会
御
用
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
解
説
の
み
の
掲
載
で
、
原
文
翻
刻
の

収
録
は
略
さ
れ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
三
種
の
ほ
か
、「
御
上
洛
御
供
道
中
日
記
」

と
い
う
史
料
翻
刻
が
、
昭
和
四
九
年
（
一
九
七
四
）
に
記
さ
れ
た
解
説
と
と
も
に
収

録
さ
れ
て
い
る
の
で
、
謄
写
版
の
冊
子
に
は
四
冊
目
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
な
お
、
謄

写
版
に
よ
る
三
種
の
冊
子
は
、
歴
博
が
収
蔵
し
た
本
資
料
群
の
中
に
含
ま
れ
て
い
た

こ
と
か
ら
（
資
料
番
号
119
、
120
、
121
）、
そ
の
存
在
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。
馬
場

信
夫
氏
（
故
人
）
は
、
鶴
田
清
次
の
娘
ひ
さ
の
孫
、
つ
ま
り
清
次
の
曾
孫
に
あ
た
る
。

こ
の
よ
う
に
、
鶴
田
清
次
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
関
連
文
献
が
皆
無
だ
っ
た

わ
け
で
は
な
い
が
、
ほ
と
ん
ど
無
名
に
近
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。
本
稿
で
は
、
歴
博

が
収
蔵
す
る
こ
と
に
な
っ
た
本
資
料
群
に
も
と
づ
き
、
鶴
田
と
そ
の
事
蹟
を
よ
り
明

確
に
し
て
み
た
い
。

判
明
し
た
履
歴

鶴
田
家
は
徳
川
幕
府
に
仕
え
た
御
家
人
で
あ
っ
た
。
戦
国
時
代
の
古
文
書
の
写
し

が
あ
る
よ
う
に
（
資
料
番
号
112
）、
先
祖
は
武
田
家
に
仕
え
て
い
た
ら
し
い
。
甲
府

に
生
ま
れ
た
落
合
仁
左
衛
門
徳
英
が
元
文
二
年
（
一
七
三
七
）
江
戸
へ
出
て
鶴
田
と

改
姓
し
、
御
徒
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
幕
臣
と
し
て
の
初
代
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
尹

清
（
歓
助
・
直
次
郎
）、
重
教
（
権
兵
衛
）
と
続
い
た
。

清
次
は
、
鶴
田
家
の
生
ま
れ
で
は
な
く
、
重
教
の
婿
養
子
と
し
て
四
代
目
を
継
い

だ
立
場
で
あ
る
。
幼
名
は
鉄
五
郎
、
諱
を
信
守
と
い
っ
た
が
、
鶴
田
家
に
入
っ
て
か

ら
か
、
通
称
を
清
次
郎
、
諱
を
尹
房
と
改
め
た
。
清
次
郎
を
清
次
と
改
名
し
た
の
は
、

明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
の
こ
と
で
あ
る
。
子
孫
が
作
成
し
た
年
譜
で
は
、
文
政
元

年
、
西
暦
一
八
一
七
年
生
ま
れ
と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
文
政
元
年
は
一
八
一
八
年
で

あ
り
、
ど
ち
ら
が
正
し
い
の
だ
ろ
う
か
。
実
父
は
小
十
人
組
と
し
て
一
橋
徳
川
家
に

仕
え
た
馬
場
儀
右
衛
門
信
周
（
新
兵
衛
・
久
五
郎
）
と
い
い
、
そ
の
次
男
で
あ
っ
た
。

実
兄
は
馬
場
新
兵
衛
信
益
と
い
い
、
一
橋
徳
川
家
の
勘
定
所
書
物
方
を
つ
と
め
た
ら

し
い
。
以
上
は
、資
料
番
号
108
の「
鶴
田
系
譜
」、115
の
馬
場
家
歴
代
メ
モ
な
ど
に
よ
っ

た
。
子
孫
が
書
い
た
メ
モ
類
に
は
、
信
周
を
清
次
の
兄
と
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
混

乱
し
て
い
る
よ
う
だ
。

前
掲
『
伝
記
鶴
田
清
次
郎

武
術
の
部

付
水
泳
書
』
に
付
さ
れ
た
年
譜
に
は
、
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天
保
一
四
年
（
一
八
四
三
）
四
月
松
平
藤
十
郎
組
御
徒
に
替
わ
り
、
日
光
山
御
参

詣
の
お
供
を
つ
と
め
た
と
あ
る
。
同
年
に
は
妻
於
き
ち
が
死
去
し
た
。
弘
化
二
年

（
一
八
四
五
）
五
月
、
右
大
将
（
家
定
）
の
橋
場
御
成
に
際
し
勢
子
を
つ
と
め
、
褒

美
と
し
て
白
銀
一
枚
を
下
さ
れ
、
七
月
に
は
永
代
橋
際
で
の
水
泳
上
覧
で
も
帷
子
を

褒
美
と
し
て
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
に
は
小
金
原
鹿
狩
に
勢

子
と
し
て
参
加
、
翌
年
に
は
三
代
家
光
二
百
回
忌
の
日
光
山
参
詣
の
お
供
を
つ
と
め

た
。
こ
れ
ら
の
動
向
に
関
し
て
、
本
資
料
群
の
中
に
は
記
さ
れ
て
い
る
も
の
が
見
当

た
ら
な
い
の
で
、
か
つ
て
は
何
か
別
の
資
料
が
存
在
し
た
ら
し
い
。

万
延
元
年（
一
八
六
〇
）一
一
月
一
日
、和
宮
様
御
下
向
の
お
供
を
申
し
付
け
ら
れ
、

翌
文
久
元
年
（
一
八
六
一
）
九
月
二
一
日
江
戸
出
立
、
一
〇
月
一
一
日
京
都
着
、
同

月
二
〇
日
に
は
京
都
を
出
立
し
て
い
る
。
同
三
年
（
一
八
六
三
）
に
は
将
軍
家
茂
に

随
行
し
、
再
度
上
洛
し
た
。
文
久
三
年
二
月
九
日
江
戸
出
立
か
ら
三
月
四
日
京
都
着

ま
で
の
「
御
上
洛
御
供
道
中
日
記
」（
鶴
田
氏
、横
半
帳
、図
入
り
）
は
電
子
複
写
が
、

ま
た
同
年
三
月
四
日
か
ら
四
月
一
九
日
ま
で
の
「
在
京
中
日
記
」（
鶴
田
、
横
半
帳
、

図
入
り
）
は
原
本
が
、年
不
明
の
「
東
海
道
名
所
記
」（
原
本
、図
ば
か
り
の
横
半
帳
）

と
と
も
に
、
本
資
料
群
と
は
別
に
子
孫
の
方
の
手
元
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
）
4
（

。
い
ず
れ

も
各
地
の
名
所
旧
跡
・
風
景
・
名
産
品
な
ど
、
少
な
か
ら
ぬ
挿
図
を
盛
り
込
ん
だ
も

の
と
な
っ
て
お
り
、
鶴
田
の
博
物
学
的
関
心
が
表
れ
て
い
る
。
な
お
、「
御
上
洛
御

供
道
中
日
記
」
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
か
く
て
か
く
あ
り
き

わ
が
半
生
記

総
集

編
』
に
翻
刻
・
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
譜
に
よ
れ
ば
、
柔
術
は
天
保
一
二
年
（
一
八
四
一
）
起
倒
流
免
許
、

剣
術
は
同
一
四
年
（
一
八
四
三
）
柳
剛
流
免
許
を
受
け
た
と
い
う
。
た
だ
し
、
こ
の

こ
と
は
本
資
料
群
に
含
ま
れ
る
文
書
に
は
記
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
に
典
拠
と
し

た
別
の
資
料
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
同
じ
く
年
譜
に
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
高

島
流
砲
術
免
許
と
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
伊
豆
韮
山
の
江
川
太
郎
左
衛
門
家
に
伝

来
し
た
「
砲
術
門
人
姓
名
）
5
（

」
の
御
目
見
以
下
・
小
十
人
の
部
の
中
に
、「
安
政
二
卯

年
九
月
十
四
日
門
入

同
四
巳
年
正
月
十
九
日
目
録

御
徒
拾
三
番
組
鶴
田
清
次

郎
」
と
記
さ
れ
た
短
冊
が
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。
た
だ

し
、
免
許
で
は
な
く
目
録
で
あ
る
。

蕃
書
調
所
・
開
成
所
時
代

そ
し
て
、
蕃
書
調
所
に
入
学
し
、
物
産
学
を
学
ぶ
こ
と
と
な
っ
た
の
が
文
久
二
年

（
一
八
六
二
）
四
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
お
、
蕃
書
調
所
は
翌
月
に
洋
書
調
所
と

改
称
、
さ
ら
に
翌
年
八
月
に
は
開
成
所
と
改
称
さ
れ
た
。
鶴
田
の
物
産
学
へ
の
関
心

は
、
こ
の
時
急
に
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
若
い
頃
か
ら
育
ま
れ
た
も
の
だ
っ
た

と
考
え
た
い
が
、
今
の
と
こ
ろ
そ
れ
を
明
確
に
示
す
資
料
は
見
当
た
ら
な
い
。

資
料
番
号
6
「
物
産
学
入
学
姓
名
記
」
は
本
稿
で
は
史
料
1
と
し
て
翻
刻
し
た
。

以
下
、
そ
れ
に
関
し
て
気
付
い
た
点
を
少
し
述
べ
て
み
る
。

文
久
二
年
一
一
月
一
五
日
入
門
の
長
田
宗
之
助
は
、
後
に
成
島
柳
北
の
養
子
と

な
っ
た
成
島
謙
吉
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
自
身
の
手
に
な
る
履
歴
書
に
も
、
文
久
二
年

「
開
成
所
ニ
入
リ
テ
和
蘭
陀
学
及
物
産
学
ヲ
修
ム
）
6
（

」
と
あ
る
。
成
島
謙
吉
の
実
父
長

田
歓
十
郎
（
正
美
・
帰
郷
）
は
後
に
砲
兵
差
図
役
に
な
っ
た
人
で
あ
る
が
、「
物
産

学
入
学
姓
名
記
」
に
は
、
鶴
田
の
次
、
文
久
二
年
五
月
一
八
日
に
物
産
学
に
入
門
し

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。長
田
は
親
子
で
物
産
学
を
学
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

帰
郷
は
、
維
新
後
、『
博
物
雑
誌
』
第
五
号
（
一
八
七
九
年
刊
）
に
「
菓
菜
糖
蔵
法
」

と
い
う
論
考
を
掲
載
し
て
い
る
。
静
岡
学
問
所
五
等
教
授
を
経
て
内
務
省
・
農
商
務

省
に
勤
務
し
た
謙
吉
に
は
、『
有
益
鳥
類
図
譜
』（
一
八
九
三
年
）
と
い
っ
た
著
作
も

あ
り
、
と
も
に
博
物
学
的
関
心
を
持
ち
続
け
た
ら
し
い
。

成
島
謙
吉
の
実
兄
長
田
銈
太
郎
（
銈
之
助
、
一
八
四
九
〜
八
九
）
も
文
久
三
年

（
一
八
六
三
）
正
月
二
三
日
に
物
産
学
に
入
門
し
て
い
る
。
彼
は
、
そ
の
後
横
浜
語

学
所
で
も
フ
ラ
ン
ス
語
を
学
び
、
幕
府
陸
軍
の
士
官
と
な
り
、
維
新
後
は
静
岡
学
問

所
二
等
教
授
を
経
て
、
外
務
省
・
宮
内
省
官
吏
と
な
っ
た
。
谷
中
霊
園
に
あ
る
墓
石

に
は
、「
入
開
成
所
専
修
仏
朗
西
語
」
と
彫
ら
れ
て
い
る
が
、
物
産
学
と
い
う
文
字

は
な
い
。
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「
物
産
学
入
学
姓
名
記
」
か
ら
は
、
他
に
名
前
が
知
ら
れ
た
人
物
と
し
て
、
伊
藤

謙
（
謙
三
郎
）、
中
野
延
吉
、
足
立
益
之
助
、
辻
新
次
（
鼎
吉
・
理
之
助
）、
阿
部
喜

任
（
櫟
斎
・
将
翁
・
友
之
進
）・
春
庵
父
子
ら
を
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
伊
藤
謙
は
、
伊

藤
圭
介
の
三
男
。
中
野
は
名
古
屋
の
人
で
、本
資
料
で
は「
厄
介
」と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
後
、
伊
藤
圭
介
の
五
女
小
春
と
結
婚
し
、
伊
藤
家
の
婿
養
子
と
な
っ
た
。
足
立

益
之
助
は
、
宇
田
川
榕
庵
の
実
弟
足
立
栄
建
（
足
立
長
雋
の
養
子
）
の
子
で
あ
り
、

や
は
り
錚
々
た
る
蘭
学
者
の
家
系
に
属
す
る
人
で
あ
っ
た
。
栄
建
は
蕃
書
調
所
物
産

方
出
役
を
つ
と
め
て
い
た
。後
に
文
部
次
官
・
男
爵
と
な
っ
た
辻
新
次
は
、蕃
書
調
所
・

開
成
所
で
は
む
し
ろ
化
学
を
学
ん
だ
こ
と
で
知
ら
れ
、
そ
の
伝
記
に
も
文
久
三
年
九

月
精
煉
方
世
話
心
得
を
拝
命
し
た
こ
と
な
ど
は
記
さ
れ
て
い
る
が
）
7
（

、
物
産
学
を
学
ん

だ
と
の
記
述
は
な
い
。
阿
部
喜
任（
一
八
〇
五
〜
七
〇
）は
、文
久
元
年（
一
八
六
一
）

咸
臨
丸
の
小
笠
原
諸
島
派
遣
に
も
随
行
し
た
本
草
家
。
春
庵
は
喜
任
の
嗣
子
阿
部
為

任
（
友
之
進
・
碧
海
、
一
八
四
五
〜
九
三
）
の
こ
と
で
あ
る
。

辻
や
阿
部
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
物
産
学
入
門
者
に
は
、
幕
臣
の
み
な
ら
ず
、
松

本
藩
（
松
平
丹
波
守
）、
掛
川
藩
（
太
田
総
次
郎
）、
福
岡
藩
（
松
平
美
濃
守
）、
鹿

児
島
藩
（
松
平
修
理
大
夫
）、
和
歌
山
藩
（
紀
伊
殿
）、
水
戸
藩
（
水
戸
殿
）、
名
古

屋
藩
（
尾
張
殿
）
な
ど
、
諸
藩
の
士
も
少
な
か
ら
ず
い
た
。
鹿
児
島
藩
士
種
子
島
絅

輔
と
は
、
慶
応
二
年
（
一
八
六
六
）
ア
メ
リ
カ
・
ボ
ス
ト
ン
に
留
学
し
、
後
に
吉
田

彦
麿
と
名
乗
っ
た
種
子
島
敬
輔
）
8
（

（
一
八
四
六
〜
？
）
と
同
一
人
物
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。

鶴
田
の
弟
太
郎
次
郎
も
兄
と
同
じ
く
開
成
所
で
物
産
学
を
学
ん
だ
。
た
だ
し
、
系

図
の
書
き
方
か
ら
す
る
と
、
太
郎
次
郎
は
清
次
の
実
弟
で
は
な
く
、
鶴
田
重
教
（
権

兵
衛
）
の
実
子
ら
し
い
。「
物
産
学
入
学
姓
名
記
」
に
は
、
文
久
三
年
九
月
二
八
日
、

二
九
歳
の
時
に
稽
古
願
い
を
提
出
し
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
資
料
番
号
25
の
履
歴

明
細
短
冊
（
本
稿
で
翻
刻
し
た
史
料
7
）
で
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
昌
平
黌

の
素
読
吟
味
を
受
け
た
後
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
三
月
一
一
日
か
ら
は
開
成
所

で
仏
蘭
西
学
・
物
産
学
を
学
び
、
九
月
二
五
日
に
物
産
学
稽
古
人
世
話
心
得
と
な
っ

た
と
あ
り
、
日
付
が
違
う
。

東
京
都
立
中
央
図
書
館
が
所
蔵
す
る
「
海
雲
楼
博
物
雑
纂
」
は
、
川
上
冬
崖
・
高

橋
由
一
・
中
島
仰
山
（
船
橋
鍬
次
郎
）・
吉
田
修
輔
・
伊
藤
利
見
（
林
洞
・
陪
之
助
）・

遠
藤
政
徳
（
辰
三
郎
・
確
山
）・
近
藤
正
純
（
清
次
郎
）・
曲
淵
敬
太
郎
ら
蕃
書
調
所
・

開
成
所
の
画
学
局
に
属
し
た
人
々
が
描
い
た
植
物
・
動
物
等
の
図
が
ま
と
め
て
保
存

さ
れ
た
資
料
群
で
あ
る
が
、
そ
の
中
の
「
安
政
七
年
鈴
藤
氏
於
米
利
堅
所
写

草
花

写
真
図
」（
資
料
番
号5126-4

）
は
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）
一
二
月
に
開
成
所

物
産
局
に
て
鶴
田
が
写
し
た
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
る
）
9
（

。
筆
者
も
同
図
書
館
で
そ
の
実

物
を
閲
覧
し
た
。
表
紙
に
は
「
蕃
書
調
所
」
の
文
字
が
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
が
裏
返
し

で
使
用
さ
れ
、全
一
七
丁
か
ら
な
る
。
着
色
さ
れ
た
草
花
が
二
八
図
収
録
さ
れ
、個
々

の
図
に
は
「
安
政
七
申
年
三
月
五
日
」「
三
月
十
五
日
」
と
い
っ
た
日
付
も
記
入
さ

れ
て
お
り
、
原
図
は
咸
臨
丸
で
渡
米
し
た
鈴
藤
勇
次
郎
が
ア
メ
リ
カ
滞
在
中
に
描
い

た
も
の
だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
表
紙
に
は
表
題
と
は
別
に
「
文
久
三
年

亥
臘
月
写
成

開
成
所
物
産
局

鶴
田
清
次
郎
持
」
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、「
鶴

田
清
次
郎
持
」
の
筆
跡
は
他
の
文
字
と
は
異
な
り
、墨
の
濃
さ
も
違
う
。
ま
た
、「
画
」

と
か
「
写
」
で
は
な
く
、「
持
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
れ
は
鶴
田
が

描
い
た
と
い
う
よ
り
も
、
所
持
し
て
い
た
だ
け
に
す
ぎ
な
い
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、「
海
雲
楼
博
物
雑
纂
」
の
中
に
は
、
他
に
「
鶴
田
」
の
丸
い
朱
印
が
隅
に

押
さ
れ
た
ミ
カ
ン
・
ザ
ボ
ン
・
ダ
イ
ダ
イ
・
ユ
ズ
な
ど
の
図
一
九
点
が
含
ま
れ
る
（
資

料
番
号5126-1-66-4

〜17

）。
こ
れ
ら
を
鶴
田
が
描
い
た
と
み
な
す
文
献
も
あ
る

が
）
10
（

、
そ
の
朱
印
が
押
さ
れ
た
図
の
中
に
は
「
遠
藤
辰
三
郎
写
」「
曲
筆
」（
曲
淵
敬
太

郎
の
こ
と
）
と
記
さ
れ
た
も
の
が
含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
押
印
は
鶴
田
が
描
い
た
こ

と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
く
、
彼
の
所
蔵
だ
っ
た
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ
る
。
同

じ
朱
印
は
、
当
館
の
鶴
田
清
次
関
係
資
料
の
中
に
も
見
ら
れ
る
。

た
だ
し
、「
海
雲
楼
博
物
雑
纂
」
の
中
に
は
、「
無
菓
樹
ニ
出
ル
タ
ケ

九
月
十
日

頃
な
り
」
の
文
字
と
「
九
月
十
二
日
写

鶴
田
」
の
署
名
が
入
っ
た
キ
ノ
コ
の
図
が

あ
り
（
資
料
番
号5126-1-57-2

）、
間
違
い
な
く
彼
自
身
も
図
を
描
い
た
こ
と
が
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判
明
す
る
。
他
に
物
産
局
員
の
作
例
に
は
田
中
仙
永
の
も
の
が
あ
る
。
物
産
局
で
の

鶴
田
ら
は
、
伊
藤
・
田
中
の
下
で
外
国
の
物
産
を
実
物
や
文
献
か
ら
研
究
し
、
国
内

の
物
産
に
関
す
る
調
査
・
収
集
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
画
学
局
と
も
共
同
し
な
が

ら
業
務
を
遂
行
し
、
描
画
法
を
も
習
得
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
何
と
い
っ
て
も
開
成
所
時
代
の
大
き
な
仕
事
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
の
万
国

博
覧
会
へ
の
出
品
物
の
用
意
に
従
事
し
た
こ
と
で
あ
る
。
鶴
田
が
パ
リ
万
国
博
覧
会

に
出
品
す
る
動
植
物
の
標
本
収
集
の
た
め
、
相
模
・
伊
豆
・
駿
河
へ
出
張
し
た
際
の

記
録
は
、
翻
刻
史
料
2
と
し
て
「
慶
応
二
寅
年
二
月
開
成
所
物
産
方
之
者
共
伊
豆
相

模
駿
河
辺
江
被
差
遣
候
節
取
扱
一
件
帳
写
」（
資
料
番
号
20
）
を
翻
刻
し
た
。
ま
た
、

採
集
し
た
動
植
物
を
図
に
描
き
記
録
し
た
「
豆
相
駿
廻
村
動
物
写
生
図
」（
資
料
番

号
17
）、「
豆
相
駿
廻
村
植
物
写
真
」（
資
料
番
号
18
）
に
つ
い
て
は
、
一
部
を
写
真

で
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
表
2
、
表
3
と
し
て
す
べ
て
の
内
容
を
配
列
順
に
一
覧
表

に
し
た
。
動
物
の
写
生
図
の
ほ
う
に
は
、「
田
中
芳
男
輯
・
鶴
田
清
次
郎
画
」
と
明

記
さ
れ
て
お
り
、鶴
田
自
身
が
絵
を
描
く
能
力
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。

植
物
の
ほ
う
も
彼
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

鶴
田
が
描
い
た
「
豆
相
駿
廻
村
動
物
写
生
図
」
を
写
し
、
田
中
が
明
治
七
年

（
一
八
七
四
）
八
月
四
日
の
前
書
を
付
し
た
写
本
が
、
東
京
国
立
博
物
館
に
「
豆
相

動
物
写
生
図
」（
資
料
番
号
・
和
980
）
と
い
う
表
題
で
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
マ
イ
ク

ロ
フ
ィ
ル
ム
で
の
閲
覧
が
可
能
で
あ
る
。
田
中
の
前
書
に
は
、「
此
書
ハ
慶
応
三
月

よ
り
五
月
マ
デ
相
豆
駿
巡
廻
ノ
ト
キ
相
輯
メ
靍
田
清
次
ノ
画
ク
処
ナ
リ
シ
ヲ
今
之
ヲ

写
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
レ
バ
其
真
ヲ
失
ス
ル
所
マ
ヽ
ア
ル
ベ
シ
」
と
あ
る
。
書
き
込
ま
れ

た
説
明
や
日
付
の
記
載
な
ど
に
わ
ず
か
な
違
い
が
見
ら
れ
る
も
の
の
、
図
も
文
字
も

ほ
ぼ
原
本
通
り
で
あ
る
。
東
京
国
立
博
物
館
の
写
本
で
は
「
グ
ミ
」
の
説
明
箇
所
に
、

鶴
田
に
よ
る
明
治
一
二
年
七
月
四
日
付
の
補
足
が
追
記
さ
れ
て
い
る
の
は
比
較
的
大

き
な
違
い
で
あ
る
。
ま
た
、
写
本
の
ほ
う
は
、
用
紙
が
版
心
に
「
大
学
南
校
」
と
印

刷
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
九
年
（
一
八
七
六
）
に
山
田
清
慶
が
摸
写
し
た
と
い
う
東
京
国
立
博
物
館

所
蔵
「
豆
相
植
物
写
生
図
）
11
（

」（
和
97
）
と
は
、も
う
一
方
の
「
豆
相
駿
廻
村
植
物
写
真
」

の
写
本
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

三
国
へ
の
出
張
は
、
田
中
芳
男
・
鶴
田
清
次
・
阿
部
友
之
進
の
三
名
が
命
じ
ら
れ

た
）
12
（

。
こ
の
仕
事
は
「
虫
捕
御
用
」
と
言
わ
れ
た
が
、
昆
虫
採
集
の
た
め
、
捕
虫
網
の

代
わ
り
に
魚
用
の
網
を
使
用
し
た
と
か
、
ピ
ン
が
な
い
の
で
木
綿
針
や
仕
立
て
用
の

針
で
試
し
た
こ
と
、
虫
だ
け
で
な
く
木
や
石
な
ど
何
で
も
集
め
、
さ
ら
に
は
温
泉
の

水
ま
で
瓶
詰
め
に
し
、
す
べ
て
長
持
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
た
な
ど
と
、
田
中
芳
男
が

回
想
録
で
語
っ
て
い
る
）
13
（

。
パ
リ
へ
送
っ
た
標
本
箱
は
五
〇
箱
程
度
に
な
り
、
博
覧
会

終
了
後
は
フ
ラ
ン
ス
人
に
買
い
取
ら
れ
た
と
い
う
が
、
た
ぶ
ん
現
存
は
し
て
い
な
い

で
あ
ろ
う
。
田
中
は
「
物
産
取
調
豆
相
駿
巡
廻
日
記
」
全
五
冊
を
記
録
と
し
て
残
し

た
と
さ
れ
る
が
、
現
在
は
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、「
採
集
し
た
虫
の
目

録
も
無
く
」
と
後
に
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
田
中
の
手
元
に
は
同
様
の
も

の
は
な
く
、
鶴
田
が
保
存
し
た
「
豆
相
駿
廻
村
動
物
写
生
図
」
と
「
豆
相
駿
廻
村
植

物
写
真
」
は
パ
リ
万
博
出
品
に
関
わ
る
資
料
と
し
て
極
め
て
貴
重
な
も
の
と
い
え
よ

う
。翻

刻
し
た
史
料
2
は
、廻
村
に
際
し
て
の
事
務
的
な
書
類
で
あ
る
。
日
程
や
行
程
、

持
参
し
た
道
具
類
な
ど
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
彼
ら
を
迎
え
た
各
地
に
は
そ
の
動
向
が
記
録
さ
れ
た
も
の
が
残
存
す

る
。
た
と
え
ば
、
駿
河
国
富
士
郡
大
宮
町
（
現
富
士
宮
市
）
を
訪
問
し
た
際
の
記
録

は
、
同
地
の
素
封
家
角
田
桜
岳
の
日
記
に
書
き
残
さ
れ
て
い
た
。
以
下
に
引
用
し
て

お
き
た
い
）
14
（

。

（
慶
応
二
年
四
月
二
九
日
条
）

一
今
ひ
る
後
中
宿
よ
り
役
人
足
に
て
申
来
る

信
州
御
持
山
支
配

同
物
産
学
出
役

水
戸
殿
医
師

千
村
平
右
衛
門
家
来

田
仲
芳
男

同
物
産
世
話
掛
り

開
成
所
調
役

阿
部
友
之
進

鶴
田
清
次
郎
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上
下
六
人
昨
夜
由
井
宿
泊
、
今
廿
九
日
大
宮
町
泊
り
と
云
先
ふ
れ
参
り
候
由
申

来
る
、
直
に
町
へ
可
下
存
候
得
共
種
々
用
向
も
有
之

一
夕
茶
頃
酒
の
む
、
少
し
く
眠
ら
ん
と
す
、
又
中
宿
ゟ
使
来
る
、
か
の
御
出
役
最

は
や
中
宿
桂
蔵
方
へ
着
被
成
候
と
申
遣
さ
れ
た
れ
は
直
に
わ
れ
参
候
と
申
遣
ス

（
同
五
月
一
日
条
）

一
今
朝
早
く
起
る
、
朝
飯
後
高
セ
隠
居
へ
行
、
今
般
出
役
の
容
子
を
き
く
に
本
艸

へ
掛
り
候
事
の
ミ
の
容
子
也
、
種
々
の
蝶
な
と
を
と
ら
へ
来
り
て
水
気
を
去
り

火
に
あ
ふ
り
て
蝶
な
と
は
羽
を
ひ
ろ
け
て
銀
の
針
を
う
ち
て
う
す
き
重
ね
筥
に

入
持
帰
る
よ
し
な
り
し
、
蝶
の
ミ
な
ら
す
種
々
の
む
し
を
も
と
ら
へ
来
り
た
る

由
、
出
役
三
人
の
衆
に
坐
敷
へ
行
、
逢
ふ
て
小
野
蘭
山
先
生
文
化
度
北
口
不
二

の
麓
に
て
薬
草
を
し
ら
べ
さ
せ
候
ニ
千
余
種
を
と
ら
れ
候
事
を
わ
れ
話
シ
、
何

く
れ
物
産
に
拘
り
た
る
事
共
を
咄
ス
、
蝶
な
と
取
る
道
具
は
始
終
持
歩
行
也
、

五
ツ
過
今
日
は
し
ら
糸
の
滝
ゟ
風
穴
な
と
見
て
村
山
泊
り
に
い
た
し
度
と
て
長

持
分
持
等
ハ
村
山
へ
町
方
ゟ
直
に
遣
シ
、
三
人
は
上
井
出
へ
廻
る
、
町
役
人

三
四
人
ハ
高
札
ゟ
入
浅
間
へ
参
詣
し
二
の
宮
下
迄
送
り
行
帰
る

角
田
は
洋
学
・
国
学
に
も
造
詣
が
深
い
地
域
の
知
識
人
で
あ
っ
た
が
、
鶴
田
ら
は

行
く
先
々
で
そ
の
よ
う
な
人
々
と
交
流
す
る
こ
と
で
必
要
と
す
る
情
報
を
手
に
入
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
本
資
料
群
の
う
ち
、
資
料
番
号
19
「
伊
豆
誌
稿

物
産
之

部
抜
萃
」、22
「
山
辺
風
雨
論
」
は
、こ
の
時
の
出
張
先
で
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
り
、

滞
在
し
た
村
の
有
力
者
宅
で
見
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
動
植
物
の

現
物
採
集
の
み
な
ら
ず
、
文
献
収
集
に
関
し
て
も
旺
盛
な
意
欲
で
臨
ん
で
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。

資
料
番
号
21
（
翻
刻
史
料
3
）「
物
産
取
調
御
用
人
馬
継
立
帳
」
に
つ
い
て
は
全

文
翻
刻
を
し
な
か
っ
た
が
、
右
に
述
べ
た
五
月
一
日
の
駿
河
国
富
士
郡
大
宮
町
の
箇

所
だ
け
を
抜
き
出
せ
ば
、
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

一
人
足
三
人

馬
三
疋

内
弐
疋
ヲ
人
足
四
人
ニ
代
ル

右
者
大
宮
町
よ
り
村
山
迄
御
継
立
仕
候
以
上

寅
五
月
朔
日

大
宮
町年

寄平
左
衛
門
㊞

巡
回
の
記
録
は
ま
だ
ま
だ
各
地
の
地
方
文
書
に
残
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
武
蔵

国
に
つ
い
て
は
、
多
摩
郡
新
町
村
の
名
主
が
鶴
田
・
阿
部
の
人
馬
継
立
や
休
泊
に
つ

い
て
宿
村
の
役
人
あ
て
に
出
さ
れ
た
開
成
所
布
達
に
つ
い
て
書
き
写
し
た
も
の
な
ど

が
知
ら
れ
る
）
15
（

。

そ
の
後
の
鶴
田
の
仕
事
ぶ
り
を
示
す
も
の
と
し
て
、
資
料
番
号
14
、
15
に
あ
る
通

り
、
慶
応
二
年
一
一
月
二
五
日
、
長
田
庄
十
郎
と
の
連
名
で
、
雑
司
ヶ
谷
の
御
鷹
部

屋
空
き
地
の
利
用
に
つ
い
て
意
見
を
具
申
し
て
い
る
事
実
が
あ
る
。
本
稿
の
翻
刻
史

料
4
、
5
で
あ
る
。
ま
た
、
関
連
す
る
図
面
と
し
て
は
、
資
料
番
号
11
、
16
が
相
当

す
る
。

な
お
、
長
田
庄
十
郎
は
、
資
料
番
号
6
（
本
稿
翻
刻
史
料
1
）
に
よ
れ
ば
、
文

久
二
年
（
一
八
六
二
）
一
一
月
九
日
に
洋
書
調
所
物
産
学
に
入
門
し
、
一
二
月
七

日
に
世
話
心
得
に
就
い
た
人
だ
っ
た
。
明
治
八
年
（
一
八
七
五
）
一
一
月
一
五
日

没
、
戒
名
は
長
元
院
殿
義
光
日
勇
居
士
。
息
子
の
長
田
清
蔵
（
正
言
、
一
八
四
六
〜

一
九
〇
四
）も
元
治
元
年（
一
八
六
四
）二
月
一
六
日
に
物
産
学
に
入
門
し
て
い
る
が
、

彼
は
維
新
後
に
は
海
軍
兵
学
寮
・
兵
学
校
の
数
学
教
官
に
な
っ
た
）
16
（

。
や
は
り
父
子
で

入
門
し
た
長
田
歓
十
郎
・
銈
太
郎
と
は
、
菩
提
寺
を
同
じ
く
す
る
一
族
で
あ
っ
た
。

静
岡
病
院
附
御
薬
園
掛

さ
て
、
資
料
番
号
24
の
履
歴
明
細
短
冊
か
ら
は
、
鶴
田
の
維
新
後
の
動
向
が
判
明

す
る
。
彼
は
、慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
七
月
一
六
日
に
鎮
台
府
附
物
産
掛
り
と
な
っ

て
お
り
、
つ
ま
り
最
初
は
新
政
府
に
仕
え
、
朝
臣
に
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
八
月
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二
二
日
に
は
川
島
宗
瑞
（
宗
灯端
か
）
に
附
属
す
る
御
製
薬
掛
り
に
任
じ
ら
れ
、
鎮
将

府
附
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
同
月
二
六
日
に
は
病
気
を
理
由
に
早
く
も
辞
任
し
、
旧

主
で
あ
る
徳
川
家
に
帰
属
し
、駿
河
府
中
藩
（
翌
年
静
岡
藩
と
改
称
）
の
藩
士
と
な
っ

た
の
で
あ
る
。
駿
府
（
静
岡
）
移
住
後
、「
製
薬
薬
園
掛
」
に
任
命
さ
れ
た
と
あ
る
が
、

年
月
日
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
ち
な
み
に
川
島
宗
灯端
は
明
治
元
年
一
一
月
、
陸
軍

医
師
か
ら
御
製
薬
掛
と
な
り
、
国
益
振
興
の
た
め
に
駿
河
田
中
（
現
藤
枝
市
）
に
御

薬
園
を
設
置
す
る
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
田
中
城
下
の
空
き
地
、
四
番
長
屋
が
引
き
渡

さ
れ
る
こ
と
が
藩
内
に
布
達
さ
れ
て
い
る
の
で
）
17
（

、
や
は
り
鶴
田
同
様
、
朝
臣
を
辞
し

た
こ
と
が
わ
か
る
。

資
料
番
号
27
、
本
稿
翻
刻
史
料
8
は
、
駿
河
府
中
藩
（
静
岡
藩
）
に
出
仕
し
た
際

の
辞
令
で
あ
る
が
、
役
名
は
「
病
院
附
御
薬
園
掛
」
で
あ
り
、
役
金
は
七
〇
両
だ
っ

た
。
辞
令
を
交
付
し
た
「
平
右
衛
門
殿
」
と
は
中
老
戸
川
平
右
衛
門
（
明
治
二
年
六

月
平
太
と
改
名
）
の
こ
と
な
の
で
、
こ
の
辞
令
は
そ
れ
以
前
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
で
あ
る
。

明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
九
月
に
木
版
で
刷
ら
れ
た
『
静
岡
藩
御
役
人
附
』（
上

中
下
三
枚
組
）
に
は
、
静
岡
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
中
の
末
尾
の
ほ
う
に
「
御
薬
園
掛

鶴
田
清
次
郎
」
と
あ
る
）
18
（

。

明
治
三
年（
一
八
七
〇
）三
月
頃
刊
行
の
静
岡
藩
職
員
名
簿『
静
岡
御
役
人
附
』（
横

型
冊
子
）
に
は
、「
御
薬
園
掛

鶴
田
清
次
郎

鶴
田
太
郎
次
郎
」
と
記
さ
れ
、
弟

の
太
郎
次
郎
が
加
わ
っ
て
い
る
。
な
お
、「
島
田
太
郎
次
郎
」
と
す
る
『
静
岡
県
史

資
料
編
16
近
現
代
一
』（
一
九
八
九
年
、静
岡
県
、一
二
九
頁
）
は
、翻
刻
ミ
ス
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
駿
府
（
正
確
に
は
隣
接
す
る
安
東
村
）
の
御
薬
園
は
、
徳
川
家
康
時
代

に
「
御
持
木
林
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
場
所
を
起
源
と
し
、
創
始
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

が
、
そ
の
後
廃
絶
し
、
享
保
一
一
年
（
一
七
二
六
）
に
再
興
さ
れ
、
駿
府
武
具
奉
行

の
管
轄
と
さ
れ
、人
参
な
ど
が
栽
培
さ
れ
た
）
19
（

。
そ
の
面
積
は
四
二
〇
〇
坪
余
だ
っ
た
。

現
在
は
、
静
岡
市
葵
区
に
、
昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
静
岡
市
建
立
の
「
駿
府
薬
園

阯
」
の
石
碑
が
立
つ
の
み
で
あ
る
。

御
薬
園
は
静
岡
市
街
か
ら
は
離
れ
た
久
能
に
も
あ
っ
た
よ
う
で
、
藩
内
で
は
以
下

の
よ
う
な
文
書
の
や
り
と
り
が
な
さ
れ
、
病
院
の
管
轄
か
ら
勤
番
組
へ
移
管
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
鶴
田
太
郎
次
郎
の
名
前
も
登
場
す
る
）
20
（

。

（
九
月
十
一
日
、
一
翁
殿
よ
り
御
右
筆
遠
山
鉦
太
郎
を
以
竹
次
郎
江
御
渡
、
御
薬

園
之
儀
は
手
遠
に
て
難
行
届
候
に
付
、
返
上
地
に
相
成
候
旨
、
且
御
取
締
筋
之
儀

と
も
委
細
政
事
庁
懸
松
平
勘
太
郎
よ
り
竹
次
郎
江
談
有
之
）

久
能
御
取
締
懸
江

病
院
頭
江

久
能
御
薬
園
之
儀
申
立
之
趣
、
も
有
之
候
に
付
、
静
岡
勤
番
組
之
頭
江
可
被
引
渡

候
事

静
岡勤

番
組
之
頭
江

久
能
御
薬
園
地
其
方
支
配
勤
番
組
居
住
地
に
被
下
候
筈
に
付
、
病
院
頭
よ
り
可
被

請
取
候
。
尤
、
久
能

御
山
朱
引
内
に
付
。
取
締
筋
之
儀
は
、
同
所
御
取
締
懸
申

談
可
被
取
計
候
事

右
之
通
相
達
候
間
可
被
得
其
意
候
事

（
巳
九
月
十
三
日
、
病
院
頭
支
配
御
薬
園
掛
手
伝
鶴
田
太
郎
次
郎
持
参
。
竹
次

郎
立
会
之
上
、
静
岡
勤
番
組
肝
煎
久
保
大
八
江
引
渡
御
取
締
向
之
儀
は
大
八
よ

り
竹
次
郎
江
談
有
之
）

久
能
御
取
締
方

病
院
方

久
能
御
薬
園
之
儀
に
付
。
別
紙
之
通
、
一
翁
殿
被
申
渡
候
間
今
十
三
日
静
岡
勤
番

組
之
頭
江
引
渡
申
候
。
此
段
及
御
達
候

巳
九
月
十
三
日

病
院
頭
江
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久
能
御
薬
園
之
儀
申
立
之
趣
も
有
之
候
に
付
静
岡
勤
番
組
之
頭
江
可
被
引
渡
候
事

静
岡
藩
の
静
岡
御
薬
園
時
代
に
鶴
田
が
具
体
的
に
何
を
行
っ
た
の
か
、
詳
細
は
不

明
で
あ
る
が
、
唯
一
、
資
料
番
号
26
、
本
稿
翻
刻
史
料
9
、
す
な
わ
ち
部
下
で
あ
る

御
薬
園
附
属
出
役
稲
富
市
郎
（
喜
一
郎
・
直
）
か
ら
鶴
田
兄
弟
に
あ
て
た
明
治
三
年

五
月
三
日
付
意
見
書
が
参
考
に
な
る
。
駿
河
の
鶴
田
を
尾
張
の
田
中
芳
男
と
並
び
立

つ
物
産
学
の
泰
斗
で
あ
る
と
持
ち
上
げ
つ
つ
、
前
年
に
発
足
し
た
静
岡
御
薬
園
の
実

態
は
、
附
属
の
者
が
八
名
、
修
行
人
が
一
五
名
に
す
ぎ
ず
、
五
〇
〇
〇
坪
の
園
を
有

効
利
用
す
る
に
は
人
員
不
足
で
あ
る
、
せ
め
て
二
〇
名
に
増
員
し
、
そ
れ
を
五
名
ず

つ
の
四
班
に
分
け
持
ち
場
を
定
め
、
規
則
に
の
っ
と
り
運
営
し
て
は
ど
う
か
と
い
っ

た
内
容
で
あ
る
。
稲
富
は
、
大
番
や
奥
詰
銃
隊
を
つ
め
た
旧
幕
臣
で
、
静
岡
宮
ケ
崎

の
報
土
寺
に
寄
留
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
が
）
21
（

、
な
ぜ
か
藩
の
職
員
録
に
名

前
は
な
い
。

な
お
、
後
に
人
類
学
者
・
理
学
博
士
と
な
っ
た
坪
井
正
五
郎
は
、
静
岡
病
院
頭
並

（
副
院
長
）に
就
任
し
た
父
坪
井
信
良
と
と
も
に
静
岡
で
幼
少
時
代
を
送
っ
た
が
、「
静

岡
に
御
菜
園
と
て
少
な
る
植
物
園
有
り
て
鶴
岡
某
氏
管
理
し
居
れ
り
。
余
屢
々
此
所

に
至
り
植
物
培
養
の
状
を
見
、
面
白
き
事
に
思
し
、
家
に
在
り
て
も
小
草
を
植
ゑ
、

種
子
を
蒔
き
、
花
実
を
画
き
、
名
の
知
れ
ぬ
草
に
は
何
草
と
勝
手
な
る
名
を
命
じ
楽

み
と
せ
り
）
22
（

」
と
の
思
い
出
を
自
叙
伝
に
残
し
て
お
り
、「
鶴
岡
」（
鶴
田
の
誤
り
で
あ

ろ
う
）
の
名
も
登
場
す
る
。
鶴
田
が
担
当
し
た
御
薬
園
は
、
少
年
の
博
物
趣
味
養
成

に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。

明
治
新
政
府
へ
の
出
仕

稲
富
の
意
見
書
は
、「
皇
国
」
の
た
め
で
あ
り
、
外
国
と
対
等
な
立
場
に
な
る
た

め
で
あ
る
と
高
尚
な
理
想
を
う
た
っ
て
い
た
が
、
一
地
方
政
権
と
し
て
の
静
岡
藩
の

物
産
振
興
策
と
そ
の
中
で
の
御
薬
園
の
役
割
は
、き
わ
め
て
限
定
的
な
も
の
で
あ
り
、

幕
府
時
代
の
や
り
が
い
と
は
比
べ
る
べ
く
も
な
か
っ
た
。
そ
の
頃
、
田
中
芳
男
は
大

学
南
校
物
産
局
や
文
部
省
博
物
局
な
ど
に
奉
職
し
、中
央
で
の
活
躍
を
続
け
て
い
た
。

や
が
て
鶴
田
も
、
そ
れ
ま
で
の
経
験
と
知
識
・
技
能
を
活
か
し
た
新
た
な
一
歩
を

踏
み
出
す
こ
と
に
な
る
。
廃
藩
後
、
明
治
五
年
三
月
四
日
に
は
博
覧
会
事
務
局
十
三

等
出
仕
を
拝
命
し
、
静
岡
か
ら
上
京
し
た
の
で
あ
る
。
同
六
年
に
は
「
澳
国
博
覧
会

品
物
取
扱
」
の
御
用
の
た
め
駿
遠
三
の
三
国
を
巡
回
し
、一
〇
月
四
日
に
帰
京
し
た
。

以
後
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）
三
月
三
一
日
に
「
御
人
減
」
に
よ
っ
て
罷
免
さ
れ

る
ま
で
、
博
覧
会
事
務
局
に
勤
務
し
た
。
そ
の
後
、
内
務
省
・
農
商
務
省
に
御
用
掛

と
し
て
再
び
奉
職
し
、博
物
局
で
の
仕
事
を
続
け
た
。
静
岡
時
代
の
中
断
を
は
さ
み
、

再
び
中
央
政
府
で
活
躍
の
場
を
見
出
し
た
こ
と
に
な
る
。

資
料
番
号
29「
博
覧
会
御
用
日
記
」（
明
治
五
年
三
月
二
〇
日
〜
七
月
二
一
日
）は
、

東
京
出
立
か
ら
静
岡
滞
在
中
ま
で
の
期
間
の
日
記
で
、
鶴
田
清
次
が
ウ
ィ
ー
ン
万
国

博
覧
会
の
た
め
の
調
査
目
的
で
派
遣
さ
れ
た
駿
河
・
遠
江
・
三
河
に
お
け
る
、
出

張
先
で
の
よ
う
す
が
記
さ
れ
て
い
る
。
静
岡
か
ら
上
京
し
、
ま
た
す
ぐ
に
古
巣
静
岡

で
の
業
務
に
派
遣
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
日
記
は
、
子
孫
で
あ
る
馬
場
信
夫
氏
に

よ
っ
て
翻
刻
・
印
刷
さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
れ
が
資
料
番
号
120
『
伝
記
鶴
田
清
次

郎

学
問
の
部

博
覧
会
御
用
日
記
』（
一
九
六
九
年
）
で
あ
る
。『
か
く
て
か
く
あ

り
き

わ
が
半
生
記

総
集
編
』
の
ほ
う
に
は
、
分
量
が
多
い
と
の
こ
と
で
、
本
文

の
掲
載
は
省
か
れ
て
い
る
。
本
稿
で
も
翻
刻
・
掲
載
は
し
な
い
こ
と
と
し
た
。

本
日
記
か
ら
彼
の
行
程
を
抜
粋
す
る
と
、
三
月
二
〇
日
東
京
発
、
二
二
日
沼
津
着
、

二
四
日
静
岡
着
、
四
月
一
二
日
藤
枝
着
、
一
三
日
掛
川
着
、
一
四
日
浜
松
着
、
一
六

日
岡
崎
着
、
一
九
日
豊
橋
泊
、
二
〇
日
浜
松
着
、
二
五
日
静
岡
着
、
五
月
三
日
清
水

港
泊
、
九
日
島
田
泊
、
一
四
日
静
岡
着
、
一
六
日
蒲
原
泊
、
一
七
日
沼
津
泊
、
二
〇

日
静
岡
着
、
二
九
日
藤
枝
泊
、
六
月
一
日
浜
松
泊
、
三
日
豊
橋
泊
、
四
日
岡
崎
着
、

七
日
浜
松
着
、
一
一
日
静
岡
着
、
二
〇
日
見
付
泊
、
二
二
日
岡
崎
着
、
二
五
日
袋
井

泊
、
二
七
日
静
岡
着
と
い
っ
た
具
合
で
あ
り
、
静
岡
を
基
地
と
し
な
が
ら
浜
松
（
浜

松
県
）
や
岡
崎
（
額
田
県
）
へ
も
足
を
延
ば
し
、
各
地
を
め
ま
ぐ
る
し
く
行
き
来
し

て
調
査
を
行
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
記
さ
れ
た
内
容
に
は
、
茶
、
焼
物
、
石
材
、
鉱

物
資
源
、
葛
布
、
寄
木
細
工
、
籠
細
工
、
絞
り
木
綿
、
紙
漉
き
、
油
桐
、
砂
糖
、
わ
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ら
び
粉
、
タ
バ
コ
と
い
っ
た
産
物
と
そ
の
製
法
・
職
人
な
ど
に
関
す
る
情
報
、
さ
ら

に
鳥
・
魚
・
貝
・
海
藻
・
ヘ
ビ
・
蝶
・
山
蛭
・
ミ
ミ
ズ
と
い
っ
た
生
物
、
名
木
、
奇

石
、
化
石
、
薬
泉
、
寺
社
、
古
物
、
祭
礼
、
葬
送
方
法
な
ど
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
事

柄
が
筆
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
の
調
査
旅
行
と
の
違
い
は
、
人
力
車
・
陸
運
会
社
や

写
真
撮
影
を
利
用
し
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
佐
々
井
」「
中
島
」
と
同
道
し
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
る
が
、
佐
々
井
半

十
郎
と
中
島
仰
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
立
ち
寄
っ
た
沼
津
や
原
で
は
、「
榊
氏
江
田

中
先
生
よ
り
御
伝
言
、
鮫
之
一
条
申
通
し
」（
三
月
二
二
日
）、「
原
宿
な
る
植
松
与

右
衛
門
方
ニ
立
寄
て
博
覧
会
之
事
ニ
付
頼
ミ
申
事
も
多
か
る
へ
し
と
惣
談
」（
三
月

二
三
日
）、「
植
松
与
右
衛
門
江
申
談
し
置
、沼
津
新
井
屋
ニ
泊
ル
、榊
氏
江
立
寄
候
処
、

東
京
江
参
り
家
内
計
也
、
伴
氏
江
参
ル
、
産
業
方
江
中
藤
新
蔵
案
内
ニ
而
織
殿
并
陶

器
場
参
り
石
橋
半
平
焼
物
取
建
地
所
見
分
、
中
藤
新
蔵
石
橋
半
平
小
島
東
一
郎
夜
ニ

入
旅
宿
新
井
屋
江
来
ル
、
陶
器
申
付
レ
ン
カ
石
出
し
可
申
談
し
置
」（
五
月
一
七
日
）

と
い
っ
た
記
述
が
残
さ
れ
た
。「
田
中
先
生
」
と
は
、
鶴
田
に
と
っ
て
は
一
九
歳
も

年
下
で
あ
っ
た
も
の
の
、
蕃
書
調
所
で
物
産
学
の
指
導
を
受
け
た
恩
師
で
あ
り
上
司

で
も
あ
る
田
中
芳
男
の
こ
と
で
あ
る
。
榊
氏
と
は
、
元
開
成
所
活
字
御
用
で
沼
津
兵

学
校
教
授
の
榊
綽
（
令
輔
・
令
一
）
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
植
松
与
右
衛
門
は
、
東
海

道
原
宿
の
素
封
家
で
、
帯
笑
園
と
名
付
け
ら
れ
た
自
宅
庭
園
で
知
ら
れ
た
。
い
ず
れ

も
博
物
学
的
関
心
を
持
っ
て
い
た
人
々
で
あ
る
。
沼
津
の
織
殿
、
陶
器
場
と
は
、
士

族
授
産
の
た
め
四
年
九
月
に
設
立
さ
れ
た
産
業
所
会
所
の
事
業
の
ひ
と
つ
で
、
織
殿

は
沼
津
町
方
町
の
元
小
人
長
屋
に
置
か
れ
、
機
織
り
の
講
習
を
行
っ
た
。
陶
器
製
造

は
沼
津
在
の
上
香
貫
村
八
重
坂
で
行
わ
れ
た
）
23
（

。
鶴
田
は
レ
ン
ガ
製
造
な
ど
つ
い
て
助

言
を
し
た
ら
し
い
。

静
岡
学
問
所
の
御
雇
い
ア
メ
リ
カ
人
教
師
エ
ド
ワ
ー
ド
・
ワ
ー
レ
ン
・
ク
ラ
ー
ク

の
名
前
も
登
場
す
る
。
越
後
島
村（
現
焼
津
市
）で
産
出
す
る
石
油
を
調
べ
て
も
ら
っ

た
と
い
う
件
（
四
月
一
二
日
）、
さ
ら
に
「
教
師
米
利
監
ク
ラ
ー
ク
よ
り
頼
ミ
に
付

種
物
受
取
、
附
属
之
者
ニ
申
付
置
」（
五
月
一
日
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
植
物
の
種

に
つ
い
て
依
頼
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
静
岡
病
院
で
フ
ラ
ン
ス
の
本
草
書
を
借
用

し
た
こ
と
な
ど
も
記
さ
れ
（
五
月
二
三
日
、
七
月
六
日
）、
旧
幕
府
・
静
岡
藩
の
人

脈
や
備
品
を
新
政
府
で
の
仕
事
に
役
立
て
よ
う
と
し
て
い
る
。

鶴
田
の
調
査
が
ど
れ
だ
け
活
用
さ
れ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
翌
明
治
六
年

（
一
八
七
三
）
開
催
の
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
覧
会
で
は
、
静
岡
県
か
ら
出
品
さ
れ
た
賤

機
織
、
竹
網
代
細
工
、
寄
木
細
工
な
ど
が
賞
を
受
賞
し
て
い
る
）
24
（

。

東
京
で
の
仕
事
と
生
活
は
新
た
な
刺
激
を
も
た
ら
し
た
で
あ
ろ
う
。
開
成
所
で
と

も
に
仕
事
を
し
た
伊
藤
圭
介
と
は
、
静
岡
か
ら
上
京
後
、
交
際
が
再
開
さ
れ
た
よ
う

で
、
伊
藤
の
日
記
に
は
、「
寉
田
ハ
十
日
過
キ
カ
リ
ニ
可
遣
、
草
木
図
モ
ノ
也
、
八

字
過
引
取
候
由
、
一
六
休
日
ニ
て
尋
人
モ
此
日
ヨ
カ
ラ
ン
、
タ
ツ
木
静
岡
辺
寉
田
此

度
探
索
ノ
紀
行
カ
リ
出
シ
持
来
」（
明
治
六
年
二
月
二
日
）、「
寉
田
へ
行
、
本
草
写

并
此
度
駿
遠
三
之
紀
行
か
り
」（
同
年
二
月
一
六
日
）、「
ヤ
ウ
カ
ン
、
海
苔
、
寉
田

へ
、（
到
）
イ
モ
ガ
ラ
、
膃
肭
セ
イ
、
寉
田
ゟ
」（
同
年
二
月
二
四
日
）、「
寉
田
へ
此

頃
借
用
之
図
返
し
、
又
か
り
」（
同
年
三
月
一
一
日
）、「
鶴
田
清
次
郎
来
」（
同
年
四

月
二
八
日
）、「
鶴
田
へ
も
寄
、重
複
之
分
図
有
之
候
ハ
ヽ
放
逐
頼
」（
同
年
五
月
九
日
）、

「
鶴
田
へ
此
頃
之
西
洋
書
残
り
候
分
余
り
居
候
ハ
ヽ
御
渡
越
可
被
下
候
」（
同
年
一
一

月
一
二
日
）、「
鶴
田
清
次
来
」（
九
年
一
月
二
日
）
と
い
っ
た
記
述
が
散
見
す
る
）
25
（

。

著
作鶴

田
清
次
に
は
著
作
と
い
え
る
ほ
ど
の
業
績
は
な
い
も
の
の
、
幾
つ
か
の
刊
行
物

に
そ
の
名
を
残
し
て
い
る
。
博
物
局
が
、日
本
の
産
物
に
つ
い
て
図
解
す
べ
く
編
集
・

発
行
し
た
「
教
草
」
と
い
う
色
刷
・
一
枚
物
の
シ
リ
ー
ズ
、
全
三
〇
点
の
う
ち
、
第

九
『
草
綿
一
覧
』（
明
治
五
年
秋
、
鶴
田
・
佐
々
井
半
十
郎
撰
、
中
島
仰
山
画
）、
第

七
『
葛
布
一
覧
』（
明
治
五
年
冬
鶴
田
・
佐
々
井
半
十
郎
撰
、
中
島
仰
山
画
、
八
年

一
二
月
鶴
田
校
訂
）、
第
二
十
七
『
澱
粉
一
覧
』
上
・
下
（
明
治
六
年
三
月
鶴
田
撰
、

七
年
六
月
武
田
昌
次
誌
、
服
部
雪
斎
画
）
と
い
う
三
種
に
、「
鶴
田
清
次
撰
」
と
し

て
解
説
文
を
付
し
て
い
る
の
で
あ
る
）
26
（

。
草
綿
に
関
し
て
は
、
説
明
文
の
中
に
「
遠
江
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に
て
一
ケ
年
産
出
高

七
万
八
千
四
百
五
十
六
貫
目
」「
右
ハ
遠
州
上
池
川
村
池
川

平
一
郎
外
三
人
の
説
に
よ
り
て
記
す
も
の
な
り
」
と
あ
り
、
鶴
田
・
佐
々
井
ら
の
現

地
調
査
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
葛
布
に
つ
い
て
は
、
説
明
文
の

中
に
「
葛
苧
製
造
人
ハ
掛
川
駅
鈴
木
源
平
を
第
一
と
し
」
云
々
と
あ
り
、
や
は
り
静

岡
藩
時
代
以
来
の
地
の
利
を
活
か
し
た
現
地
調
査
に
も
と
づ
い
た
も
の
だ
っ
た
。
問

屋
の
建
物
が
市
指
定
文
化
財
と
な
る
な
ど
、
葛
布
は
現
在
も
掛
川
市
の
伝
統
工
芸
品

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

『
葛
布
一
覧
』『
澱
粉
一
覧
』
に
関
し
て
は
、
本
資
料
群
の
中
に
同
僚
武
田
昌
次
か

ら
の
鶴
田
宛
書
簡
が
一
通
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
、
史
料
10
と
し
て
翻
刻
し
た
。「
博

覧
会
事
務
局
」
と
印
刷
さ
れ
た
罫
紙
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
現
地
調
査
に
協
力
し
た

小
川
太
七
（
静
岡
上
桶
屋
町
の
商
人
）・
尾
崎
伊
兵
衛
（
静
岡
安
西
三
丁
目
の
商
人
）・

鈴
木
陸
平
（
掛
川
町
年
寄
）・
小
川
東
一
郎
・
池
川
平
一
郎
と
い
っ
た
人
々
に
対
し

て
配
布
す
べ
き
印
刷
物
の
部
数
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
で
あ
る
。
な
お
、
小
川
・

尾
崎
・
鈴
木
ら
の
名
前
は
、
先
述
の
「
博
覧
会
御
用
日
記
」
に
も
登
場
し
、
鶴
田
が

協
力
を
仰
い
で
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
他
に
も
「
博
覧
会
事
務
局
」
罫
紙
を
使
用
し

た
資
料
番
号
43
、
44
、
45
な
ど
、「
教
草
」
シ
リ
ー
ズ
の
草
稿
ら
し
い
も
の
が
あ
る
。

こ
こ
で
鶴
田
と
名
前
を
並
べ
た
佐
々
井
半
十
郎
と
中
島
仰
山
に
つ
い
て
言
及
し
て

お
き
た
い
。
二
人
と
も
旧
幕
臣
、
元
静
岡
藩
士
で
あ
る
。

佐
々
井
半
十
郎
（
一
八
一
四
〜
九
四
）
は
、
幕
府
代
官
を
歴
任
し
た
人
で
、
維
新

後
駿
府
に
移
住
し
た
。
ま
た
、
息
子
久
和
（
栄
太
郎
）
は
静
岡
藩
開
業
方
物
産
掛
の

任
に
あ
っ
た
。
半
十
郎
自
身
も
、
伊
豆
韮
山
の
江
川
家
か
ら
雁
皮
苗
木
を
送
っ
て
も

ら
い
、
酒
井
録
四
郎
（
御
側
御
用
人
・
家
令
）
を
通
じ
て
奥
向
へ
申
し
立
て
、「
御

城
内

園
」
に
植
え
付
け
、
知
事
（
徳
川
家
達
）
も
た
び
た
び
そ
れ
を
視
察
し
た
と

い
っ
た
事
実
か
ら
（
江
川
文
庫
所
蔵
・
年
不
明
三
月
二
五
日
付
江
川
太
郎
左
衛
門
宛

佐
々
井
書
簡
）、
静
岡
藩
で
勧
業
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
た
形
跡
が
あ
る
。
半
十
郎

は
茶
斎
と
号
し
、
静
岡
か
ら
上
京
後
は
浅
草
須
賀
町
で
静
岡
園
と
称
す
る
茶
商
店
を

営
ん
だ
ほ
か
、
東
京
茶
業
組
合
の
役
員
を
つ
と
め
る
な
ど
、
業
界
に
貢
献
し
た
。『
製

茶
余
話
』（
明
治
六
年
刊
）
と
い
う
著
作
も
あ
る
。
息
子
久
和
も
東
京
製
茶
会
社
を

経
営
し
、
東
京
市
会
議
員
に
も
選
出
さ
れ
た
）
27
（

。

中
島
仰
山
（
鍬
次
郎
）
は
、
開
成
所
画
学
局
で
洋
画
の
技
法
を
身
に
付
け
、
明
治

五
年
に
博
覧
会
御
用
掛
に
な
っ
て
静
岡
を
離
れ
る
ま
で
、
徳
川
慶
喜
に
油
絵
を
指
導

し
た
旧
幕
臣
で
あ
る
）
28
（

。
鶴
田
と
の
関
係
も
開
成
所
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
も
の
だ
っ
た

ろ
う
。

鶴
田
は
、明
治
一
七
年（
一
八
八
四
）に
は
旧
師
の
故
岩
崎
灌
園（
常
正
）の
著
作『
本

草
図
譜

山
草
部
』を「
補
正
」し
、さ
ら
に
小
野
職
愨
に
校
閲
を
担
当
し
て
も
ら
い
、

自
身
が
出
版
人
と
な
っ
て
刊
行
し
て
い
る
。植
物
の
図
版
を
多
数
掲
載
し
た
同
書
は
、

活
版
・
四
六
頁
か
ら
な
る
。「
九
皐
堂
蔵
版
」
と
な
っ
て
い
る
が
、
九
皐
堂
と
は
鶴

田
の
書
斎
号
で
あ
る
。
奥
付
に
記
さ
れ
た
当
時
の
住
所
は
「
東
京
下
谷
御
徒
町
三
丁

目
四
十
九
番
地
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
本
に
つ
い
て
は
、
図
が
転
写
で
あ
る
た
め

「
原
本
の
趣
が
失
わ
れ
」、
灌
園
の
肖
像
が
石
版
画
で
掲
載
さ
れ
た
こ
と
だ
け
が
「
こ

の
本
の
功
績
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
が
）
29
（

、
そ
れ
は
鶴
田
に
対
し
て
少
し
酷
な
評
価
で
あ

ろ
う
。

さ
ら
に
鶴
田
は
、『
博
物
雑
誌
』
第
四
号
（
一
八
七
九
年
、
博
物
局
）
に
八
ペ
ー

ジ
に
わ
た
る
「
岩
崎
灌
園
伝
」
を
投
稿
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
自
身
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
全
く
言
及
が
な
く
、
こ
の
小
文
か
ら
は
二
人
が
師
弟
関
係
に
あ
っ
た
の
か

否
か
は
わ
か
ら
な
い
。

本
資
料
群
の
中
に
は
、植
物
関
係
の
草
稿
類
が
多
数
含
ま
れ
る
が
、そ
れ
ら
は
『
本

草
図
譜

山
草
部
』、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
彼
に
よ
る
研
究
の
痕
跡
で
は
な
い
か

と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、『
東
都
花
暦
名
所
案
内
』（
作
者
は
仲
田
惟
善
、
刊
行
は
天
保
二
年
以
降
と

推
定
）
の
版
元
「
九
皐
堂
蔵
」
も
鶴
田
の
こ
と
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
て
お
り
）
30
（

、
そ
れ

が
確
か
だ
と
す
れ
ば
彼
は
か
な
り
若
い
頃
か
ら
植
物
・
園
芸
に
関
心
を
抱
い
て
い
た

こ
と
に
な
る
。
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お
わ
り
に

鶴
田
清
次
は
、
明
治
二
五
年
（
一
八
九
二
）
一
一
月
五
日
、
七
六
歳
に
て
死
去
し

た
。
戒
名
は
、
清
澄
院
浄
誉
徹
心
居
士
。
墓
石
は
東
京
都
杉
並
区
梅
里
・
西
方
寺
に

あ
っ
た
と
い
う
が
、
現
在
は
整
理
さ
れ
て
し
ま
い
存
在
し
な
い
。

鶴
田
家
の
実
子
だ
っ
た
先
妻
が
亡
く
な
っ
た
後
、
再
婚
し
た
よ
う
で
、
後
妻
と
め

は
明
治
一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
と
め
と
の
間
に
は
実
子
完
太

郎（
安
政
元
年
生
ま
れ
）が
誕
生
し
た
が
、早
世
し
た
。
そ
こ
で
養
子
に
迎
え
た
の
が
、

馬
場
信
懐
（
一
八
五
九
〜
一
九
二
七
）
で
あ
っ
た
。
信
懐
は
清
次
の
甥
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
職
歴
は
、
以
下
の
履
歴
書
）
31
（

か
ら
判
明
す
る
。
養
父
清
次
と
同

様
、
博
物
学
に
関
心
を
抱
い
て
い
た
よ
う
だ
。
残
さ
れ
た
資
料
に
清
次
没
後
の
年
代

の
植
物
学
関
係
の
草
稿
類
が
含
ま
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の

履
歴
書
以
降
は
、
長
野
県
師
範
学
校
教
諭
な
ど
を
つ
と
め
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

履
歴

静
岡
県
士
族

鶴
田
信
懐

安
政
六
年
三
月
廿
二
日
生

明
治
十
四
年
十
二
月
廿
八
日

東
京
大
学
雇
申
付
日
給
金
弐
拾
銭
給
与
候
事

但
医
学
部
博
物
学
教
場
へ
出
勤
申
付
候
事

東
京
大
学

同
十
六
年
五
月
二
日

自
今
日
給
金
弐
拾
五
銭
給
与
候
事

同

同
十
七
年
十
一
月
十
日

自
今
月
俸
金
八
円
給
与
候
事

同

明
治
十
七
年
十
一
月
廿
四
日

器
品
課
附
属
申
付
候
事

東
京
大
学

同
年
九
月
十
二
日

器
品
課
兼
勤
ヲ
解
キ
候
事

同

同
十
九
年
三
月
十
二
日

理
科
大
学
雇
申
付
月
給
金
八
円
給
与

理
科
大
学

同
年
十
一
月
三
十
日

第
一
高
等
中
学
校
雇

清
次
の
義
弟
太
郎
次
郎
（
容
道
）
は
、
系
図
（
資
料
番
号
111
）
に
「
嘉
永
二
酉
八

月
八
日
伴
経
三
郎
病
気
ニ
付
御
暇
相
願
跡
養
子
幼
年
ニ
付
有
之
御
達
看
抱
御
譜
代
御

抱
入
被
仰
付
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
一
時
、
伴
家
の
養
子
と
な
っ
た
ら

し
い
。
し
か
し
、
開
成
所
に
は
鶴
田
姓
で
入
門
し
て
い
る
の
で
、
実
家
に
戻
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
清
次
と
と
も
に
静
岡
病
院
御
薬
園
に
勤
務
し
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
で

あ
る
が
、
そ
の
後
の
消
息
は
不
明
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
鶴
田
が
残
し
た
本
資
料
群
の
中
に
は
、
近
世
後
期
の
幕
府
医
官
に
し

て
本
草
学
者
で
あ
る
栗
本
丹
洲
（
昌
蔵
・
瑞
見
、
一
七
五
六
〜
一
八
三
四
）
が
小
動

物
ば
か
り
を
描
い
た
図
（
資
料
目
録
1
〜
5
）
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
含
ま
れ
て

い
る
と
い
う
よ
り
も
、
本
資
料
群
の
内
で
大
き
な
比
重
を
占
め
る
。
鶴
田
と
栗
本
と

が
直
接
面
識
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
と
も
に
パ
リ
万
博

出
品
の
た
め
昆
虫
・
植
物
採
集
に
あ
た
っ
た
阿
部
喜
任
が
栗
本
丹
洲
と
友
人
関
係
に

あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
丹
洲
の
孫
に
あ
た
る
外
国
奉
行
栗
本
鋤
雲
が
パ
リ
万

博
に
派
遣
さ
れ
、駐
仏
公
使
に
な
っ
た
と
い
う
い
き
さ
つ
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、

蕃
書
調
所
・
開
成
所
の
物
産
方
で
の
業
務
を
遂
行
す
る
上
で
参
考
に
す
べ
く
、
先
輩

で
あ
る
栗
本
の
作
品
を
入
手
し
、
手
元
に
置
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
明

治
後
、
博
物
局
で
参
照
に
し
た
可
能
性
も
低
く
な
い
。

栗
本
が
描
い
た
博
物
図
は
、
写
本
も
含
め
、
植
物
・
昆
虫
・
鳥
類
・
魚
介
類
等
々
、

少
な
か
ら
ぬ
種
類
の
も
の
が
現
存
す
る
）
32
（

。
と
こ
ろ
が
、
小
動
物
の
図
を
集
め
た
本
資
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料
は
、
転
写
で
流
布
し
た
一
部
の
図
を
除
け
ば
）
33
（

、
多
く
は
従
来
知
ら
れ
て
い
た
中
に

は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
新
発
見
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
資
料
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
と
り
わ
け
、
転
写
に
よ
る
複
数
系
統
の
写
本
が
多
く
存
在
す
る
こ
と
が
指
摘

さ
れ
て
い
る
栗
本
の
博
物
図
で
は
あ
る
が
）
34
（

、
本
資
料
は
文
字
の
筆
跡
か
ら
判
断
し
て

栗
本
自
筆
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
、第
三
者
に
よ
る
写
本
で
は
な
い
点
も
重
要
で
あ
る
。

本
稿
で
は
ほ
ん
の
一
部
に
つ
い
て
写
真
を
例
示
・
掲
載
す
る
に
と
ど
め
た
。
全
体
の

画
像
紹
介
は
別
の
機
会
・
方
法
に
よ
り
た
い
と
思
う
。
ま
た
、
描
か
れ
た
動
物
図
の

内
容
的
検
討
・
考
察
は
、
今
後
、
各
専
門
分
野
か
ら
の
研
究
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
と
に
か
く
、
栗
本
丹
洲
と
い
う
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
博
物
学
者
の
作
品
を

ま
と
ま
っ
た
形
で
現
代
の
我
々
に
遺
し
て
く
れ
た
こ
と
は
、
鶴
田
清
次
の
隠
れ
た
功

績
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

末
筆
な
が
ら
、
鶴
田
家
に
関
し
情
報
・
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
馬
場
信
義
様
、

福
岡
和
子
様
、
坂
本
清
子
様
に
は
心
よ
り
の
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

（
1
）
後
述
す
る
長
田
帰
郷
・
成
島
謙
吉
・
中
島
仰
山
ら
以
外
に
も
、
明
治
四
年
大
学
南
校
博
物
館

が
開
催
し
た
博
覧
会
（
物
産
会
）
の
出
品
者
と
な
っ
た
竹
本
要
斎
・
内
田
正
雄
・
森
川
眉
山
・

田
中
仙
永
、博
物
学
的
関
心
を
「
茶
農
漫
録
」
と
い
う
膨
大
な
雑
記
帳
に
書
き
残
し
た
林
洞
海
、

明
治
二
一
年
（
一
八
八
八
）
結
成
の
博
物
知
識
交
換
の
集
ま
り
多
識
会
に
参
加
し
た
栗
本
鋤
雲
・

木
村
二
梅
・
浅
田
宗
伯
・
宮
内
広
、
太
政
官
地
誌
課
を
退
職
し
た
後
に
骨
格
標
本
作
製
に
携
わ

っ
た
榊
綽
、
内
務
省
山
林
局
に
勤
務
し
つ
つ
『
日
本
竹
譜
』
と
い
っ
た
著
作
を
刊
行
し
た
片
山

直
人
、
内
務
省
勧
業
寮
に
出
仕
し
た
武
田
昌
次
（
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
旧
幕
軍
の
副
将
を
つ

と
め
た
塚
原
昌
義
の
改
名
か
）、
陸
海
軍
奉
行
を
つ
と
め
た
旗
本
で
維
新
後
は
開
拓
使
や
帝
室

博
物
館
で
天
産
物
研
究
に
従
事
し
た
織
田
賢
司
（
信
愛
）、
そ
の
子
で
剥
製
技
術
の
導
入
者
と

な
っ
た
織
田
信
徳
、
開
拓
使
の
画
工
と
し
て
鳥
類
標
本
摸
写
を
担
当
し
た
牧
野
数
江
、
官
吏
と

し
て
北
海
道
や
鹿
児
島
で
勧
業
関
係
に
携
わ
り
『
麑
海
魚
譜
』
を
著
し
た
白
野
夏
雲
、
地
質
を

専
門
と
し
博
物
局
天
産
課
に
勤
務
し
た
そ
の
子
白
野
己
巳
郎
、『
四
季
の
花
園
』『
梅
譜
』
な
ど

の
園
芸
書
を
著
し
た
小
川
安
村
、
農
学
社
を
経
営
し
西
洋
の
農
作
物
の
普
及
に
貢
献
し
た
津
田

仙
、
開
成
所
調
役
か
ら
内
務
省
・
農
商
務
省
の
農
政
官
僚
と
な
り
著
書
『
訓
蒙
博
物
問
答
』
を

持
つ
後
藤
達
三
、
明
治
二
二
年
（
一
八
八
九
）
創
立
の
日
本
園
芸
会
の
幹
事
と
な
っ
た
平
山
成

信
、
探
検
先
の
南
洋
の
風
物
を
描
き
残
し
た
鈴
木
経
勲
ら
、
多
く
の
旧
幕
臣
た
ち
を
あ
げ
る
こ

註

と
が
で
き
る
。
文
科
系
の
博
物
学
を
志
向
し
た
人
々
や
好
事
家
た
ち
を
加
え
れ
ば
さ
ら
に
多
彩

な
顔
ぶ
れ
と
な
ろ
う
。

（
2
）
熊
井
保
他
編
『
江
戸
幕
臣
人
名
事
典
』
第
三
巻
（
一
九
九
〇
年
、
新
人
物
往
来
社
）、
九
二

〜
九
三
頁
。

（
3
）
前
田
匡
一
郎『
駿
遠
へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』（
一
九
九
一
年
、私
家
版
）、二
二
二
頁
、同『
駿

遠
へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』
第
四
編
（
二
〇
〇
〇
年
、
私
家
版
）、
二
四
八
〜
二
四
九
頁
。

（
4
）
福
岡
和
子
氏
所
蔵
。

（
5
）
公
益
財
団
法
人
江
川
文
庫
所
蔵
・
資
料
番
号
27
│
2
│
1
〜
3
。

（
6
）
松
本
和
男
『
石
上
露
子
研
究
』
第
二
輯
（
一
九
九
七
年
、
私
家
版
）、
二
三
〇
頁
。

（
7
）
『
信
松
先
生
錫
爵
録
』（
一
九
一
二
年
）。

（
8
）
種
子
島
敬
輔
に
つ
い
て
は
、
石
附
実
『
近
代
日
本
の
海
外
留
学
史
』（
一
九
九
二
年
、
中
公

文
庫
）、
塩
崎
智
『
ア
メ
リ
カ
「
知
日
派
」
の
起
源
』（
二
〇
〇
一
年
、
平
凡
社
）。

（
9
）
平
野
満
「
幕
末
の
本
草
学
者
阿
部
喜
任
（
櫟
斎
）
の
年
譜
」（『
参
考
書
誌
研
究
』
第
五
六
号
、

二
〇
〇
二
年
）、
四
三
頁
。

（
10
）
古
田
亮
「
油
絵
以
前
＝
高
橋
由
一
試
論
（
上
）
│
博
物
図
譜
と
風
景
ス
ケ
ッ
チ
を
中
心
に
│
」

（『M
U
SEU

M

東
京
国
立
博
物
館
美
術
誌
』
第
五
二
六
号
、
一
九
九
五
年
）、
一
一
頁
。

（
11
）
前
掲
、「
幕
末
の
本
草
学
者
阿
部
喜
任
（
櫟
斎
）
の
年
譜
」、
四
三
頁
。
同
資
料
は
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ル
ム
化
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
ま
だ
筆
者
は
原
本
確
認
を
し
て
い
な
い
が
。

（
12
）
な
お
、田
中
・
鶴
田
と
と
も
に
廻
村
を
命
じ
ら
れ
た
「
阿
部
友
之
進
」
に
つ
い
て
は
、将
翁
（
喜

任
）
本
人
で
あ
る
と
す
る
説
と
、
そ
の
子
為
任
（
友
之
進
・
春
庵
）
で
あ
る
と
す
る
説
、
父
子

と
も
に
参
加
し
た
と
す
る
説
が
あ
る
。
第
一
説
は
「
幕
末
の
本
草
学
者
阿
部
喜
任
（
櫟
斎
）
の

年
譜
」、
第
二
説
は
宮
地
正
人
「
混
沌
の
中
の
開
成
所
」（『
学
問
の
ア
ル
ケ
オ
ロ
ジ
ー
』、
一
九

九
七
年
、東
京
大
学
、四
一
頁
）、第
三
説
は
田
中
義
信『
田
中
芳
男
十
話
・
田
中
芳
男
経
歴
談
』（
二

〇
〇
〇
年
、
田
中
芳
男
を
知
る
会
、
一
二
四
頁
）
で
あ
る
。
第
三
説
に
よ
れ
ば
、
一
行
は
供
も

含
め
全
六
名
で
あ
り
、
供
三
名
の
う
ち
一
人
が
為
任
だ
っ
た
と
い
う
。
本
稿
翻
刻
の
史
料
２
に

は
、「
水
戸
殿
医
師
将
翁
伜

同
物
産
学
世
話
心
得
阿
部
友
之
進
」
と
あ
り
、
父
喜
任
で
は
な

く
息
子
為
任
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
為
任
は
当
時
物
産
学
世
話
心
得
に
就
任
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
こ
の
こ
と
は
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
開
成
調
所
伺
等
留

乾
」
に
、「
水
戸
殿
医

師
将
翁
伜
阿
部
春
庵

右
之
者
平
日
学
業
出
精
仕
候
ニ
付
物
産
学
稽
古
人
世
話
心
得
可
申
渡
奉

存
候
依
之
此
段
申
上
置
候
以
上

子
三
月

林
式
部
少
輔
・
開
成
所
頭
取
」
と
い
う
記
載
が
あ

る
の
で
裏
付
け
ら
れ
る
。「
友
之
進
」
は
阿
部
家
の
襲
名
で
あ
る
た
め
、
判
別
が
厄
介
で
あ
る
。

（
13
）
前
掲
『
田
中
芳
男
十
話
・
田
中
芳
男
経
歴
談
』、
一
二
四
〜
一
二
五
頁
。

（
14
）
富
士
宮
市
教
育
委
員
会
編
『
駿
州
富
士
郡
大
宮
町
角
田
桜
岳
日
記

五
』（
二
〇
〇
九
年
、

同
市
）、
一
三
四
頁
。

（
15
）
東
京
都
教
育
庁
社
会
教
育
部
文
化
課
編
『
東
京
都
古
文
書
集
』
第
四
巻
（
一
九
八
六
年
）、

一
一
四
頁
。
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（
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
部
）

（
二
〇
一
三
年
二
月
二
〇
日
受
付
、
二
〇
一
三
年
五
月
二
四
日
審
査
終
了
）

（
16
）
長
田
庄
十
郎
・
清
蔵
父
子
に
つ
い
て
は
、
前
掲
『
石
上
露
子
研
究
』
第
二
輯
、
第
三
輯
（
一

九
九
七
年
、
私
家
版
）。

（
17
）
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
「
静
岡
藩
御
達
留

一
」。

（
18
）
『
鹿
児
島
県
史
料

玉
里
島
津
家
史
料

十
』（
二
〇
〇
一
年
、
鹿
児
島
県
）、
四
五
八
頁
。

（
19
）
『
静
岡
県
史

通
史
編
3

近
世
一
』（
一
九
九
六
年
、
静
岡
県
）、
三
一
七
頁
。

（
20
）
『
久
能
山
叢
書
』
第
五
編
（
一
九
八
一
年
、
久
能
山
東
照
宮
社
務
所
）、
六
〇
五
〜
六
〇
六
頁
。

（
21
）
前
田
匡
一
郎
『
駿
遠
へ
移
住
し
た
徳
川
家
臣
団
』
第
五
編
（
二
〇
〇
七
年
、
羽
衣
出
版
）。

（
22
）
吉
川
芳
秋
『
尾
張
郷
土
文
化
医
科
学
史
攷
』（
一
九
五
五
年
、
尾
張
郷
土
文
化
医
科
史
攷
刊

行
会
）、五
〇
六
〜
五
〇
七
頁
。
原
文
は
『
中
学
世
界
』
第
一
六
巻
第
八
号
（
一
九
一
三
年
六
月
）

掲
載
。

（
23
）
『
沼
津
市
誌
』
中
巻
（
一
九
六
一
年
、
沼
津
市
）、
二
四
一
〜
二
四
二
頁
、『
山
中
庄
治
日
記
』

（
一
九
七
四
年
、
沼
津
市
立
駿
河
図
書
館
）、
九
三
〜
九
四
頁
。

（
24
）
角
山
幸
洋
『
ウ
ィ
ー
ン
万
国
博
の
研
究
』（
二
〇
〇
〇
年
、
関
西
大
学
出
版
部
）。

（
25
）
圭
介
文
書
研
究
会
編
『
伊
藤
圭
介
日
記
』
第
五
集
、
第
六
集
、
第
十
一
集
（
一
九
九
九
年
、

二
〇
〇
〇
年
、
二
〇
〇
五
年
、
名
古
屋
市
東
山
植
物
園
）。

（
26
）
『
澱
粉
一
覧
』
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の
に
、藤
本
滋
生
「「
葛
粉
（
く
づ
こ
）
一
覧
」
お
よ
び
「
澱

粉
（
く
ず
こ
）
一
覧
」
に
つ
い
て
」（『
鹿
児
島
大
学
農
学
部
学
術
報
告
』
第
三
四
号
、
一
九
八

四
年
）
が
あ
る
。

（
27
）
佐
々
井
半
十
郎
に
つ
い
て
は
、
あ
さ
く
ら
ゆ
う
「
代
官
佐
々
井
半
十
郎
に
つ
い
て
」（『
足
立

史
談
』
第
四
八
二
、
四
九
三
、
四
九
五
、
四
九
九
、
五
〇
一
号
、
二
〇
〇
八
〜
二
〇
〇
九
年
）、

同
「
代
官
・
佐
々
井
半
十
郎
に
つ
い
て
│
調
査
の
経
緯
と
そ
の
重
要
性
│
」（『
茨
城
史
林
』
第

三
三
号
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
28
）
斉
藤
洋
一
「
徳
川
慶
喜
と
お
抱
え
写
真
師
中
島
鍬
次
郎
│
幕
府
開
成
所
と
の
関
係
を
巡
っ
て

│
」（『
日
本
写
真
芸
術
学
会
誌
』
第
四
巻
第
二
号
、
一
九
九
六
年
）。

（
29
）
上
野
益
三
『
日
本
博
物
学
史

補
訂
』（
一
九
八
六
年
、
平
凡
社
）、
六
三
五
頁
。

（
30
）
平
野
恵
『
十
九
世
紀
日
本
の
園
芸
文
化
│
江
戸
と
東
京
、植
木
屋
の
周
辺
│
』（
二
〇
〇
六
年
、

思
文
閣
出
版
）、
四
五
頁
、
三
一
九
頁
。

（
31
）
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
・
東
京
帝
国
大
学
五
十
年
史
史
料
№
169
「
履
歴
書
綴
」
所
収
。

（
32
）
栗
本
丹
洲
に
つ
い
て
は
、『
江
戸
科
学
古
典
叢
書
41

千
蟲
譜
』（
一
九
八
二
年
、恒
和
出
版
）、

『
彩
色
江
戸
博
物
学
集
成
』（
一
九
九
四
年
、
平
凡
社
）、
磯
野
直
秀
監
修
『
描
か
れ
た
動
物
・

植
物
│
江
戸
時
代
の
博
物
誌
│
』（
二
〇
〇
五
年
、
国
立
国
会
図
書
館
）
な
ど
。

（
33
）
既
刊
文
献
の
管
見
の
範
囲
で
は
、
資
料
番
号
4
│
17
の
「
笹
熊
」
は
、
西
尾
市
立
図
書
館
岩

瀬
文
庫
所
蔵
の「
本
草
図
説
」に
ほ
ぼ
同
じ
図
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、寛
政
一
一
年（
一

七
九
九
）
五
月
下
総
国
小
金
郷
上
本
郷
村
で
捕
獲
さ
れ
た
「
鼬
鼡
」
で
あ
る
と
の
栗
本
の
説
明

文（
写
）は
違
っ
て
い
る（
荒
俣
宏
監
修『
江
戸
博
物
図
鑑
三

高
木
春
山

本
草
図
説

動
物
』、

一
九
八
九
年
、
リ
ブ
ロ
ポ
ー
ト
、
一
五
頁
）。
さ
ら
に
、
同
じ
獣
の
そ
っ
く
り
な
図
は
、
明
治

一
一
年
（
一
八
七
八
）
に
製
本
さ
れ
た
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
「
博
物
館
獣
譜
」（
資
料
番
号
・

和
956
）
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
文
字
部
分
の
筆
跡
は
丹
洲
自
筆
で
は
な
く
、
図
も
含
め
写

本
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
「
博
物
館
獣
譜
」
は
、
複
数
の
画
者
に
よ
る
三
九
九
点
（
う

ち
丹
洲
画
は
八
点
）が
複
写
・
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
さ
れ
、二
冊
本
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、

中
に
は
丹
洲
自
筆
の
も
の
も
含
ま
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
こ
の
「
笹
熊
」「
鼬
鼡
」
は
写
し
で

あ
る
。
資
料
番
号
5
│
17
の
果
実
を
食
べ
る
コ
ウ
モ
リ
は
、
似
た
図
が
「
千
蟲
譜
」
に
含
ま
れ

て
お
り
（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
・
曲
直
瀬
愛
写
本
、
前
掲
『
江
戸
科
学
古
典
叢
書
41

千
蟲

譜
』、
四
二
八
〜
四
二
九
頁
）、
や
は
り
同
様
の
転
写
例
で
あ
る
。

（
34
）
磯
野
直
秀
「
江
戸
時
代
動
物
図
譜
に
お
け
る
転
写
」（
山
田
慶
兒
編
『
東
ア
ジ
ア
の
本
草
と

博
物
学
の
世
界
』
上
、
一
九
九
五
年
、
思
文
閣
出
版
）。
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【
史
料
翻
刻
】

史
料
1

（
表
紙
）

文
久
二
壬
戌
年
よ
り

物
産
学
入
学
姓
名
記

物
産
方

（
付
箋
）「
物
産
学
入
学
姓
名
記
」

戌
二
月
十
八
日

是
迄
画
学

松
山
想
十
郎

尾
張
殿
家
来

伊
藤
圭
介
惣
領
伜

伊
藤
謙
三
郎

戌
四
月
十
五
日

御
徒
頭

（
朱
書
）

本
多
準
之
助
組
御
徒

「
戌
十
月
十
五
日
世
話
心
得
被
申
渡
」

鶴
田
清
次
郎

新
御
番

岡
部
日
向
守
組

五
月
十
八
日

長
田
歓
十
郎

（
朱
書
）「
戌
ノ
十
月
十
五
日
世
話
心
得
被
申
渡
」

（
朱
書
）「
死
除
キ
」

秋
山
餝
之
丞

大
御
番

本
庄
宮
内
少
輔
組

新
兵
衛
惣
領

五
月
廿
三
日

小
林
直
三
郎

御
徒
頭

梶
田
五
郎
兵
衛
組
御
徒

除
キ

五
月
廿
三
日

生
田
源
兵
衛

（
朱
書
）「
戌
十
月
十
五
日
世
話
心
得
被
申
渡
」尾

張
殿
家
来

伊
藤
圭
介
厄
介

六
月
四
日

中
野
延
吉

大
久
保
百
人
組

除
キ

六
月
七
日

森
川
肥
後
守
組
同
心

平
次
右
衛
門
養
子
仮
御
抱
入

（
朱
書
）「
戌
十
二
月
七
日
世
話
心
得
被
申
渡
」

山
田
平
次
郎

七
月
五
日

青
山
因
幡
守
家
来

栄
建
二
男足

立
益
之
助

戌
十
四
歳

御
徒
頭

八
月
五
日

塚
原
次
左
衛
門

御
持
筒
頭
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伊
奈
熊
蔵
組
同
心

八
月
卅
日

大
西
亀
太
郎

戌
歳
十
七

御
小
姓
組

松
平
式
部
少
輔
組

求
馬
惣
領

閏
八
月
四
日

木
下
権
之
丞

戌
歳
三
十
三

尾
張
殿
家
来

伊
藤
圭
介
厄
介

閏
八
月
五
日

鈴
木
容
庵

小
普
請
組

松
浦
弾
正
支
配

九
月
十
五
日

鉄
五
郎
大
叔
父

佐
野
季
三
郎

小
普
請
組

九
月
十
七
日

能
勢
熊
之
助
支
配

松
居
左
馬
助

御
徒
頭

梶
田
五
郎
兵
衛
組
御
徒

十
月
廿
四
日

関
半
三
郎

御
留
守
居

松
平
出
雲
守
与
力

伝
之
丞
伜
無
足
見
習
勤

一

物
産
学

岩
崎
鉄
太
郎

宿
所
駒
込
鰻
縄
手
御
先
手
小
倉

戌
二
十
歳

新
左
衛
門
組
和
田
小
右
衛
門
地
面
之
内
借
地

右
洋
書
調
所
江
罷
出
修
行
仕
度
奉
願
候

十
月
廿
九
日

（
朱
書
）「
戌
十
二
月
七
日
世
話
心
得
被
申
渡
」
新
御
番

十
一
月
九
日

物
産

三
好
山
城
守
組

精
錬

長
田
庄
十
郎

宿
所
牛
込
天
神
丁

新
御
番

岡
部
日
向
守
組

十
一
月
十
五
日

蘭
学

長
田
歓
十
郎
次
男

物
産

長
田
宗
之
助

宿
所
父
一
所

新
御
番

十
二
月
九
日

英
学

村
上
肥
後
守
組

物
産

町
田
孫
四
郎

宿
所
神
保
小
路

西
丸
切
手
御
門
番
之
頭

除
キ

十
二
月
十
四
日

画
学

鳥
山
儀
右
衛
門
組
同
心
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物
産

加
藤
政
司

宿
所
小
日
向
水
道
町
服
部
坂
下

大
御
番

本
庄
宮
内
少
輔
組

十
二
月
二
十
日

精
煉

小
林
新
兵
衛

物
産

文
久
三
年
癸
亥
正
月
ゟ
入
学

小
普
請
組

初
鹿
野
備
後
守
支
配

正
月
廿
三
日

伴
国
次
郎

新
御
番

岡
部
日
向
守
組

同
日

仏
蘭
西
学

歓
十
郎
惣
領

物
産

長
田
銈
之
助

松
平
丹
波
守
藩

五
月

辻
鼎
吉

太
田
総
次
郎
藩

製
煉
方
世
話
心
得

六
月
八
日

宮
崎
尚
温

御
先
手

小
野
治
郎
右
衛
門
組

八
月
十
七
日

三
宅
三
郎
介

宿
所
駒
込
竹
町
組
屋
敷

水
戸
殿
医
師

将
翁
伜

八
月
廿
九
日

阿
部
春
庵

宿
所
本
石
町
壱
町
目

亥
十
八
才

仙
石
播
磨
守
組
御
徒

九
月
朔
日

今
村
米
蔵

宿
所
牛
込
南
御
徒
町

奥
御
医
師

玄
叔
惣
領

物
産
学

小
川
助
右
衛
門

宿
所
裏
弐
番
町
南
法
眼
坂
父
一
所

亥
弐
拾
五
歳

右
開
成
所
江
罷
出
稽
古
仕
度
奉
願
上
候

亥
九
月
廿
四
日

御
徒
頭

本
多
隼
之
助
組

鶴
田
清
次
郎
厄
介
弟

物
産
学

鶴
田
太
郎
次
郎

宿
所
駒
込
徒
町

亥
弐
拾
九
歳

右
開
成
所
江
罷
出
稽
古
仕
度
奉
願
候

亥
九
月
廿
八
日
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御
徒
頭

本
多
隼
之
助
組
御
徒

物
産
学

市
川
安
太
郎

宿
所
下
谷
和
泉
橋
通
三
枚
橋

右
者
画
学
所
江
只
今
迄
稽
古
罷
出
候
処
物
産
学
茂
修
行
仕
度
奉
願
候
以
上

十
月
十
日

騎
兵
頭

長
井
筑
前
守
組

物
産
学

宿
所

土
肥
千
之
助

四
ツ
谷
内
藤
新
宿
弐
拾
五
騎
組

十
一
月
八
日

大
御
番

蘭
学

神
保
山
城
守
組

物
産
学

遠
山
安
之
丞

宿
所
市
ヶ
谷
加
賀
屋
敷
土
取
場

十
月
廿
七
日

中
奥
御
小
姓

開
成
所
句
読
教
授
出
役

物
産
学

力
之
助
惣
領

宿
所
赤
坂
三
河
台

伊
沢
劼カ
ツ

之
助

御
番
医
師

仁
庵
伜

同

岡
哲
之
丞

宿
所
麻
布
長
坂

正
月
廿
一
日

正
月
廿
八
日

新
御
番

新
庄
美
作
守
組

物
産
学

大
熊
勝
左
衛
門

宿
所
麻
布
狸
穴
奥

（
袋
綴
内
紙
片
）「
新
御
番
新
庄
美
作
守
組

大
熊
勝
左
衛
門
」

二
月
十
六
日

新
御
番

三
好
山
城
守
組

庄
十
郎
三
男

物
産
学

長
田
清
蔵

宿
所
牛
込
天
神
町

十
月
十
六
日

小
普
請
組

曲
渕
安
芸
守
支
配

同

萩
野
柳
次
郎

宿
所
下
谷
和
泉
橋
通

元
治
二
乙
丑
年

二
月
廿
八
日

富
士
見
御
宝
蔵
番

佐
山
与
一
郎
組

半
之
丞
伜

物
産
学

青
山
五
十
人
町

白
幡
新
太
郎
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宿
所
芝〻
森〻
本〻
丁〻

器
械
学
稽
古
人

松
平
美
濃
守
家
来

一

物
産
学

酒
井
五
左
衛
門

宿
所
谷
中
日
暮

丑
五
十
四
才

右
兼
学
仕
度
奉
願
候

丑
五
月
十
九
日

（
袋
綴
内
紙
片
）「

器
械
学
稽
古
人

松
平
美
濃
守
家
来

物
産
学

酒
井
五
左
衛
門
㊞

宿
所
谷
中
日
暮

丑
五
十
四
歳

右
兼
学
仕
度
奉
願
候

丑
五
月
十
九
日

」

松
平
修
理
大
夫
家
来

一

物
産
学

種
子
島
絅
輔

上
屋
敷
内

丑
弐
拾
弐
歳

丑
六
月
七
日

紀
伊
殿
家
来

一

閏
五
月
廿
一
日

赤
城
貞
庵

御
賄
頭
支
配

裏
御
台
所
小
間
遣
組
頭

一

物
産
学

中
山
八
十
郎

宿
所
青
山
御
手
大
工
町
山
岸

丑
三
十
六

御
小
人
伊
藤
銀
三
郎
地
面
借
地

右
者
開
成
所
江
罷
出
修
行
仕
度
奉
願
候
以
上

丑
八
月
六
日

丑
八
月
九
日

新
御
番

岡
部
備
後
守
組

一

物
産

粂
次
郎
弟

化
学

山
本
栄
之
助

宿
所
白
銀
大
縄
地
黒
鍬
組
屋
敷
内

一

麻〻
生〻
弼〻

丑
ノ
十
月
廿
八
日

紅
葉
山

御
霊
屋
附

一

物
産
学

田
中
仙
永

宿
所
隼
町
壱
丁
目

寅
六
月
十
二
日

二
丸
御
留
守
居
深
尾
善
十
郎
支
配

二
丸
御
小
人

一

物
産
学

鈴
木
玄
之
進

寅
三
十
二
才

宿
所
八
丁
堀
岡
崎
町
池
田
播
磨
守
組
田
中
源
十
郎

地
面
内
当
分
住
居
仕
候

卯
六
月
四
日

陸
軍
奉
行
並
支
配
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次
郎
右
衛
門
養
子
惣
領

一

物
産
学

小
野
雄
三
郎

卯
二
十
歳

宿
所
浜
町
蠣

町
養
父
次
郎
右
衛
門
一
所

同
七
月
十
日

水
戸
殿
医
師

一

物
産
学

阿
部
将
翁

宿
所
本
石
町
弐
丁
目

卯
八
月
四
日

陸
軍
奉
行
並
支
配

一

物
産
学

原
良
平

宿
所
大
久
保
尾
張
殿
上
ケ
地
大
竹
屋
敷
陸
軍

卯
三
十
二
歳

奉
行
並
支
配
松
山
惣
十
郎
地
面
借
地
住
居

同
年
十
一
月
三
日

尾
張
殿
医
師

一

物
産
学

菊
地
立
伯

英
学

宿
所
尾
張
殿
市
ヶ
谷
長
屋
内

三
月
十
一
日

御
城
御
引
渡
ニ
相
成

六
月
八
日
御
書
付
出
十
日
迄
ニ
身
分
取
極
書
付
可
出
御
達
シ

六
月
十
七
日
開
成
所
岡
野
文
蔵
江
引
渡

同
十
八
日
田
中
芳
男
鶴
田
清
次
江
御
引
渡
ト
成

史
料
2

（
表
紙
）

慶
応
二
寅
年
二
月
中

開
成
所
物
産
方
之
者
共

伊
豆
相
模
駿
河
辺
江
被
差
遣
候

節
取
扱
一
件
帳
写

（
付
箋
）「
開
成
所
一
覧
」

（
朱
書
）「
寅
正
月
廿
八
日
上
ル
二
月
三
日
相
下
り
承
附
之
上
同
七
日
返
上
」

和
泉
守
殿

開
成
所
物
産
方
出
役
之
者
為
御
用
伊
豆
相
模
駿
河
辺
江
廻
村
仕
候
ニ

付
御
手
当
等
之
義
申
上
候
書
付

海
軍
奉
行

浅
野
美
作
守

開
成
所
頭
取

信
州
御
榑
木
山
支
配

御
手
当

千
村
平
右
衛
門
家
来

拾
五
人
扶
持

開
成
所
物
産
学
出
役

金
十
両

田
中
芳
男

開
成
所
調
役

高
七
拾
俵
五
人
扶
持

同
物
産
学
出
役
当
分
介

内
五
十
俵
三
人
扶
持

本
高

鶴
田
清
次
郎

弐
十
俵
弐
人
扶
持

御
足
高

水
戸
殿
医
師

将
翁
伜

同
物
産
学
世
話
心
得

阿
部
友
之
進

右
者
仏
国
都
府
ニ
お
ひ
て
博
覧
会
之
節
被
差
遣
候
虫
類
取
集
為
御
用
、
物
産
方
出
役
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之
者
伊
豆
相
模
駿
河
辺
江
被
差
遣
候
旨
、
去
ル
十
八
日
玄
蕃
頭
殿
被
仰
渡
候
ニ
付
書

面
之
者
共
差
遣
可
申
と
奉
存
候
間
、
右
御
用
中
相
当
之
御
手
当
并
人
馬
等
被
下
候
様

仕
度
、
就
而
者
虫
類
捕
押
諸
器
械
并
相
貯
候
器
類
集
品
等
も
多
分
持
参
仕
候
ニ
付
長

持
壱
棹
被
下
置
候
様
仕
度
奉
存
候
、
依
之
此
段
奉
願
候
、
以
上

寅
二
月

（
朱
書
）

覚

書
面
鶴
田
清
次
郎
江
御
暇
代
金
七
両
御
手
当
金
弐
拾
七
両
御
扶
持
方
四
人
扶
持
壱
俵

人
足
壱
人
馬
壱
疋
田
中
芳
男
阿
部
友
之
進
江
支
度
金
七
両
御
手
当
三
十
両
人
足
壱
人

馬
壱
疋
宛
被
下
い
つ
れ
も
御
手
当
金
六
ケ
月
以
上
右
月
割
を
以
被
下
候
積
、
長
持
之

儀
者
難
被
及
御
沙
汰
候
間
、
諸
器
械
等
銘
々
被
下
人
馬
之
内
を
以
差
繰
持
参
致
し
候

様
可
被
申
渡
候
事

（
朱
書
）「
丑
十
二
月
廿
八
日
周
防
守
殿
斎
藤
錠
三
郎
ヲ
以
御
下
ケ
」

丑
十
二
月
廿
八
日
大
関
肥
後
守
承
之

海
軍
奉
行

浅
野
美
作
守
承
之

浅
野
美
作
守

丑
十
二
月
廿
八
日

開
成
所
頭
取

覚

於
仏
国
都
府
博
覧
会
之
節
虫
類
可
被
差
遣
間
、
物
産
方
ニ
而
来
三
四
月
頃
迄
ニ
右
品

取
集
候
様
被
取
計
、
委
細
之
儀
者
小
栗
上
野
介
菊
地
伊
予
守
小
俣
稲
太
郎
可
被
談
候

事（
朱
書
）「
寅
二
月
九
日
竹
村
譲
之
助
ヲ
以
上
ル
」

和
泉
守
殿

開
成
所
物
産
方
出
役
之
者
、
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候

ニ
付
、
暇
代
金
并
御
手
当
金
請
取
方
之
儀
申
上
候
書
付

御
勘
定
奉
行
江
御
断

海
軍
奉
行

浅
野
美
作
守

開
成
所
頭
取

信
州
御
榑
木
山
支
配

千
村
平
右
衛
門
家
来

開
成
所
物
産
学
出
役

田
中
芳
男

開
成
所
調
役

同
物
産
学
出
役
当
分
介

鶴
田
清
次
郎

水
戸
殿
医
師

将
翁
伜

同
物
産
学
世
話
心
得

阿
部
友
之
進

御
書
面
野
之
者
共
此
度
物
産
取
調
為
御
用
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候
ニ
付
、

清
次
郎
江
者
御
暇
代
金
七
両
御
手
当
金
弐
拾
七
両
、
芳
男
友
之
進
江
者
支
度
金
七
両

御
手
当
金
三
拾
両
宛
右
御
用
中
被
下
、何
も
六
ケ
月
以
上
者
右
月
割
を
以
被
下
候
旨
、

御
書
取
を
以
被
仰
渡
候
ニ
付
、
陸
軍
奉
行
同
並
之
奥
印
手
形
を
以
為
請
取
申
度
奉
存

候
間
、
其
段
御
勘
定
奉
行
江
被
仰
渡
可
被
下
候
、
依
之
此
段
申
上
候
、
以
上

寅
二
月

（
朱
書
）「
寅
二
月
九
日
竹
村
譲
之
助
ヲ
以
上
ル
」

和
泉
守
殿
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開
成
所
物
産
方
出
役
之
者
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候
ニ
付

御
扶
持
方
請
取
之
儀
申
上
候
書
付

御
勘
定
奉
行
江
御
断

海
軍
奉
行

浅
野
美
作
守

開
成
所
頭
取

開
成
所
調
役

同
物
産
学
出
役
当
分
介

鶴
田
清
次
郎

書
面
之
者
此
度
物
産
取
調
為
御
用
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候
ニ
付
、
右
御
用

中
御
扶
持
方
四
人
扶
持
一
俵
被
下
候
旨
被
仰
渡
候
ニ
付
、
陸
軍
奉
行
同
並
之
裏
判
手

形
を
以
為
請
取
申
度
奉
存
候
間
、
其
段
書
替
奉
行
江
相
達
候
様
御
勘
定
奉
行
江
被
仰

渡
可
被
下
候
、
依
之
此
段
申
上
候
、
以
上

寅
二
月

（
朱
書
）「
正
月
晦
日
御
勘
定
所
郡
司
才
助
江
請
取
答
下
ケ
札
之
上

二
月
二
日
調
役
山
口
判
平
ヲ
以
御
返
達
」

開
成
所
物
産
学
出
役

田
中
芳
男

同

鶴
田
清
次
郎

同

阿
部
友
之
進

右
為
御
用
伊
豆
相
模
駿
河
国
江
被
差
遣
候
旨
御
断
下
り
候
得
共
先
々
何
村
迄
と
申
義

且
人
馬
遣
高
巨
細
御
認
入
御
差
出
し
可
成
事

正
月

御
書
面
之
儀
承
知
候
、
此
度
為
御
用
相
越
候
物
産
方
出
役
之
者
共
儀
者
平
地
者

不
及
申
、
都
而
山
林
川
沢
等
迄
探
索
い
た
し
虫
類
取
集
候
事
故
、
何
村
迄
相
越

候
と
申
儀
者
前
以
難
差
極
候
間
、
御
書
面
三
ケ
国
一
円
御
達
有
之
候
様
致
度
、

且
人
馬
遣
高
之
儀
者
壱
人
ニ
付
馬
壱
疋
人
足
壱
人
ツ
ヽ
被
下
候
様
い
た
し
度
、

此
段
及
御
答
候

二
月

（
朱
書
）「
寅
二
月
八
日
哲
輔
殿
御
申
渡
」

田
中
芳
男

鶴
田
清
次
郎

阿
部
友
之
進

物
産
取
調
為
御
用
伊
豆
相
模
駿
河
辺
江
罷
越
可
申
旨
和
泉
守
殿
被
仰
渡
候
間
、
早
々

支
度
可
致
候
、
依
之
申
渡
候

（
朱
書
）「
寅
二
月
十
日
鍗
之
助
殿
江
申
出
」

海
軍
奉
行

浅
野
美
作
守

御
勘
定
奉
行
衆

開
成
所
頭
取

信
州
御
榑
木
山
支
配

千
村
平
右
衛
門
家
来

開
成
所
物
産
学
出
役田

中
芳
男
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開
成
所
調
役

同
物
産
学
出
役
当
分
介

鶴
田
清
次
郎

水
戸
殿
医
師

将
翁
伜

同
物
産
学
世
話
心
得阿

部
友
之
進

書
面
之
者
共
此
度
物
産
取
調
為
御
用
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候
旨
、
和
泉
守

殿
被
仰
渡
候
ニ
付
而
者
右
国
々
廻
村
先
々
に
於
て
夫
々
案
内
之
者
差
出
并
人
馬
継
立

等
差
支
無
之
様
、
御
料
者
御
代
官
、
私
領
之
儀
者
最
寄
御
代
官
よ
り
夫
々
通
達
致
し

候
様
御
取
計
有
之
候
様
致
度
、
且
又
右
国
々
に
て
取
集
候
品
類
時
宜
ニ
寄
廻
村
先
よ

り
江
戸
表
江
相
廻
し
候
儀
も
可
有
之
候
間
、
是
又
御
達
置
候
様
致
度
、
此
段
及
御
達

候

寅
二
月

（
朱
書
）「
寅
二
月
十
五
日
調
役
中
神
鉄
之
進
ヲ
以
さ
し
出
御
勘
定
所
丹
内
伝
助
江

渡
ス
」

御
勘
定
奉
行
衆

開
成
所
頭
取

開
成
所
調
役

一
人
足
壱
人

同
物
産
学
出
役
当
分
介

一
馬
壱
疋

鶴
田
清
次
郎

信
州
御
榑
山
支
配

千
村
平
右
衛
門
家
来

一
同
断

開
成
所
物
産
学
出
役

一
同
断

田
中
芳
男

水
戸
殿
医
師

将
翁
伜

一
同
断

同
物
産
学
世
話
心
得

一
同
断

阿
部
友
之
進

右
之
者
共
此
度
物
産
取
調
為
御
用
伊
豆
相
模
駿
河
辺
江
差
遣
候
ニ
付
書
面
之
通
人
馬

被
下
候
旨
和
泉
守
殿
被
仰
渡
候
、
依
之
此
段
御
達
お
よ
ひ
候
、
以
上

寅
二
月

（
朱
書
）「
寅
二
月
廿
一
日
御
殿
番
伊
藤
整
作
ヲ
以
差
出
松
野
三
平
次
江
相
渡

道
中
奉
行
衆

開
成
所
頭
取

被
下

開
成
所
調
役

一

人
足
壱
人

同
物
産
学
出
役
当
分
介

馬
壱
疋

鶴
田
清
次
郎

被
下

信
州
御
榑
木
山
支
配

一
人
足
壱
人

千
村
平
右
衛
門
家
来

馬
壱
疋

同
物
産
学
出
役

田
中
芳
男

被
下

水
戸
殿
医
師

一
人
足
壱
人

将
翁
伜

馬
壱
疋

同
物
産
学
世
話
心
得

阿
部
友
之
進

書
面
之
者
共
物
産
取
調
御
用
と
し
て
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候
旨
和
泉
守
殿

被
仰
渡
候
ニ
付
来
廿
六
日
江
戸
出
立
廻
村
致
し
候
間
、
此
段
御
達
お
よ
ひ
候

寅
二
月
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（
朱
書
）「
寅
二
月
廿
一
日
御
殿
番
伊
藤
整
作
ヲ
以
差
出
御
目
付
和
田
伝
右
衛
門
落
手

之
旨
申
聞
」

御
目
付
衆

開
成
所
頭
取

開
成
所
調
役

同
物
産
学
出
役
当
分
介

鶴
田
清
次
郎

信
州
御
榑
木
山
支
配

千
村
平
右
衛
門
家
来

同
物
産
学
出
役

田
中
芳
男

水
戸
殿
医
師

将
翁
伜

同
物
産
学
世
話
心
得

阿
部
友
之
進

右
之
者
共
物
産
取
調
御
用
と
し
て
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候
旨
和
泉
守
殿
被

仰
渡
候
ニ
付
来
廿
六
日
江
戸
出
立
致
し
候
、
依
之
印
鑑
五
枚
御
廻
し
申
候
間
、
関
門

江
御
達
有
之
候
様
致
度
、
此
段
御
達
し
お
よ
ひ
候

寅
二
月

（
朱
書
）「
寅
二
月
廿
四
日
御
殿
番
伊
藤
整
作
ヲ
以
差
出
亀
田
三
郎
兵
衛
相
渡
」

御
勘
定
奉
行
衆

開
成
所
頭
取

被
下

開
成
所
調
役

一

人
足
壱
人

同
物
産
学
出
役
当
分
介

馬
壱
疋

鶴
田
清
次
郎

被
下

信
州
御
榑
木
山
支
配

一
人
足
壱
人

千
村
平
右
衛
門
家
来

馬
壱
疋

同
物
産
学
出
役

田
中
芳
男

被
下

水
戸
殿
医
師

一
人
足
壱
人

将
翁
伜

馬
壱
疋

同
物
産
学
セ
話
心
得

阿
部
友
之
進

右
之
者
共
此
度
物
産
取
調
御
用
と
し
て
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
被
差
遣
候
旨
和
泉
守

殿
被
仰
渡
候
ニ
付
右
国
々
海
道
筋
并
横
街
道
を
も
廻
村
致
し
候
間
、
人
馬
継
立
方
等

都
而
差
支
無
之
様
其
筋
へ
御
達
相
成
候
様
致
度
、
此
段
及
御
達
候

寅
二
月
廿
四
日

（
朱
書
）「
寅
二
月
廿
五
日
使
を
以
差
出
小
宮
善
右
衛
門
方
江
差
遣
請
取
書
写

来
江
移
置
」

御
用

開
成
所

先
触

品
川
宿
よ
り

廻
村
先
々

問
屋
年
寄
中
江

名
主

覚

押

被
下

開
成
所
調
役

切

一
人
足
壱
人

鶴
田
清
次
郎

印

馬
壱
疋

押
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被
下

開
成
所
物
産
学
出
役

一
人
足
壱
人

田
中
芳
男

馬
壱
疋

被
下

同
物
産
学
セ
話
心
得

一
人
足
壱
人

阿
部
友
之
進

馬
壱
疋

右
者
物
産
取
調
御
用
と
し
て
伊
豆
相
模
駿
河
国
辺
江
廻
村
致
し
候
ニ
付
明
後
廿
七
日

江
戸
出
立
い
た
し
候
、
依
之
書
面
被
下
候
人
馬
差
出
し
、
渡
船
場
等
都
而
差
支
無
之

様
可
被
取
計
候
、
此
先
触
廻
村
先
々
江
無
遅
滞
継
送
、
留
ケ
各
宿
よ
り
開
成
所
江
可

被
相
返
候
、
以
上

寅
二
月

開
成
所
㊞

品
川

川
崎

神
奈
川

程
ケ
谷

金
沢

浦
賀

三
崎

豆
子

雪
の
下

片
瀬

藤
沢

平
塚

大
磯

小
田
原

根
府
川

熱
海

網
代

和
田

浜湯
ケ
野

下
田

手
石

妻
良

松
崎

湯
ケ
島

北
條

沼
津

原吉
原

蒲
原

由
井

興
津

江
尻

府
中

帰
路江

尻
由
井

興
津

蒲
原

岩
渕

大
宮

村
山

原
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沼
津

三
島

箱
根

気
賀

湯
本

小
田
原

金
子

蓑
毛

子
安

伊
勢
原

糟
谷

愛
甲

ア
ツ
ギ

鶴
間

溝
口

セ
田
ケ
谷

右
寄
村

問
屋
年
寄

名
主

中

於
御
休
泊
之
義
者
御
用
都
合
も
有
之
候
ニ
付
其
場
所
ニ
於
テ
申
付
候
間
、
可
被
得
其

意
候
、
尤
休
泊
之
節
木
銭
米
代
者
当
人
よ
り
御
定
之
通
り
相
渡
候
筈
ニ
付
其
段
も
可

心
得
候
事

（
朱
書
）「
寅
二
月
廿
五
日
小
宮
善
右
衛
門
方
よ
り
差
越
候
請
書
写
」

覚

一
御
先
触

壱
通

鶴
田
清
次
郎
様

田
中
芳
男
様

阿
部
友
之
進
様

右
者
明
後
廿
七
日
為
御
用
江
戸
御
出
立
ニ
付
慥
ニ
請
取
、則
品
川
宿
へ
差
越
可
申
候
、

以
上

寅
二
月
廿
五
日

御
伝
馬
役

小
宮
善
右
衛
門
代清

八
印

（
朱
書
）「
六
月
二
日
別
紙
添
御
勘
定
所
杉
山
金
太
郎
へ
相
渡
ス
」

道
中
奉
行
衆

開
成
所
頭
取

被
下

開
成
所
調
役

一

人
足
壱
人

同
物
産
学
出
役
当
分
助

馬
壱
疋

鶴
田
清
次
郎

被
下

信
州
御
榑
木
山
支
配

一
人
足
壱
人

千
村
平
右
衛
門
家
来

馬
壱
疋

開
成
所
物
産
方
出
役

田
中
芳
男

被
下

水
戸
殿
医
師

一
人
足
壱
人

将
翁
伜

馬
壱
疋

同
物
産
学
セ
話
心
得

阿
部
友
之
進

書
面
之
者
共
伊
豆
相
模
駿
河
国
物
産
取
調
御
用
相
済
、
一
先
帰
府
致
候
処
、
尚
又
近

郷
筋
へ
相
越
可
申
旨
玄
蕃
頭
殿
被
仰
渡
候
ニ
付
、
来
る
四
日
江
戸
出
立
、
別
紙
之
通

廻
村
致
し
候
間
、
此
段
御
達
お
よ
ひ
候

月
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（
朱
書
）「
六
月
二
日
別
紙
弐
通
并
印
鑑
五
枚
添
御
月
番
小
俣
稲
太
郎
へ
相
渡
ス
」

御
目
附
衆

開
成
所
頭
取

│
│
│

│
│
│鶴

田
清
次
郎

│
│
│

│
│
│

│
│
│田

中
芳
男

│
│
│

│
│
│

│
│
│阿

部
友
之
進

書
面
之
者
共
伊
豆
相
模
駿
河
国
物
産
取
調
御
用
相
済
、
一
先
帰
府
致
候
処
、
尚
又
近

郷
筋
へ
相
越
可
申
旨
玄
蕃
頭
殿
被
仰
渡
候
ニ
付
、
来
四
日
江
戸
出
立
、
別
紙
之
通
り

廻
村
致
候
、
依
之
印
鑑
五
枚
御
廻
し
申
候
間
、
関
門
江
御
達
有
之
候
様
致
度
、
此
段

及
御
達
候

（
朱
書
）「
別
紙
」

物
産
取
調
御
用

武
蔵
下
総
廻
村
道
順

千
住

新
宿

松
戸

但
○
│
│

近
村
廻
り

流
山但

○
│
│

近
村
廻
り

小
金
ケ
原
辺

国
分
台

八
幡

船
橋

行
徳

右
之
通
り

寅
六
月

（
朱
書
）「
別
紙
」

武
蔵
国
廻
村
道
順

新
宿

高
井
戸

府
中

日
野

羽
邑

新
町

飯
能

扇
町
谷

川
越但

近
村
廻
り

扇
河
岸

右
之
通
り

寅
五
月

（
朱
書
）「
寅
六
月
七
日
馬
込
勘
ケ
由
江
達
ス

但
し
組
頭
取
扱
ひ
」

別
紙
入

開
成
所

印

伝
馬
町

年
寄
町

被
下

宿
所
市
ヶ
谷
火
之
番
町
□
坂
上
奥
田
平
左
衛
門
方

一
人
足
壱
人

開
成
所
物
産
学
出
役

馬
壱
疋

田
中
芳
男

被
下

宿
所
本
石
町
一
丁
目
阿
部
将
翁
方

一
人
足
壱
人

同
物
産
学
世
話
心
得

馬
壱
疋

阿
部
友
之
進

右
合
人
足
弐
人
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此
人
足
弐
人
と
書
面
宿
附
之
通
銘
々
宅
江
壱
人
ツ
ヽ
差
越
可
申
候
事

但
遣
払
両
掛
壱
荷
ツ
ヽ

馬
弐
疋

右
者
人
足
四
人
ニ
替

此
人
足
四
人
者
開
成
所
江
差
越
し
可
申
候
事

但
し
遣
払
御
用
物
壱
荷

右
物
就
御
用
明

日
暁
正
七
ツ
時
江
戸
表
出
立
、
武
蔵
下
総
辺
江
差
遣
し
候
ニ
付
、

書
面
之
人
馬
刻
限
不
遅
様
、
夫
々
江
差
越
、
別
紙
先
触
者
千
住
宿
江
可
差
継
も
の
也

六
月

開
成
所
印

伝
馬
町

年
寄
中

（
朱
書
）「
同
断
」

御
用

印

先
触

開
成
所

千
住
宿
よ
り

廻
村
先
々

問
屋
年
寄

名
主

中
江

覚

被
下

一
人
足
壱
人

開
成
所
物
産
学
出
役

馬
壱
疋

田
中
芳
男

被
下

一
人
足
壱
人

阿
部
友
之
進

馬
壱
疋

右
者
物
産
取
調
御
用
と
し
て
左
之
宿
村
廻
村
致
し
候
ニ
付
明

日
江
戸
出
立
致
し

候
、
依
之
書
面
被
下
人
馬
差
遣
し
渡
船
場
等
都
而
差
支
無
之
様
可
被
取
計
候
、
此
先

触
廻
村
先
々
て
無
遅
滞
継
送
り
行
徳
江
留
置
、
着
之
砌
可
被
相
返
候
、
以
上

寅
六
月

開
成
所
○

千
住

新
宿

松
戸但

し
近
村
廻
り

流
山但

し
同
断

小
金
ケ
原
辺

国
分
台

八
幡

船
橋

行
徳右

宿
村

問
屋

年
寄
中

名
主

猶
御
休
泊
之
儀
者
御
用
都
合
も
有
之
候
ニ
付
、
其
所
ニ
お
ゐ
て
申
付
候
間
、

可
得
其
意
候
、
尤
休
泊
之
節
木
銭
米
代
は
当
人
よ
り
御
定
之
通
相
渡
候
筈
ニ

付
、
其
段
も
可
心
得
候
事

物
産
取
調
御
用

武
蔵
下
総
廻
村
道
順

六
月
朔
「
八
」
日

江
戸
出
立

千
住

新
宿
昼
休

松
戸
泊

二
「
九
」
日

松
戸
出
立

近
村
廻
り

流
山
泊
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三
「
十
」
日

流
山
逗
留

近
村
廻
り

四
「
十
一
」
日

流
山
出
立

小
金
ケ
原
廻
り

小
金
泊

五
「
十
二
」
日

小
金
出
立

国
分
台

八
幡
泊

六
「
十
三
」
日

八
幡
出
立

船
橋
昼
休

行
徳
泊

七
「
十
四
」
日

行
徳
逗
留

日
夕
船
に
乗
り
未
明
江
戸
着

尤
大
風
雨
之
節
ハ
日
送
り
ニ
仕
候
、
以
上

五
月
廿
四
日

物
産
方

武
蔵
国
廻
村
物
産
取
調
御
用
道
順

五
月
九
日

江
戸
出
立

新
宿

高
井
戸
昼
休

府
中
泊

十
日

府
中
出
立

日
野
昼
休

羽
邑
廻
り

新
町
泊

十
一
日

新
町
出
立

飯
能
泊
り

十
二
日

飯
能
出
立

扇
町
谷
泊

十
三
日

扇
町
谷
出
立

川
越
泊

十
四
日

川
越
逗
留

近
村
廻
り

十
五
日

川
越
出
立

扇
河
岸
よ
り
舟
に
て
帰
る

尤
大
雨
大
風
之
日
ハ
日
送
り
ニ
仕
候
、
以
上

武
蔵
廻
村
入
用
道
具

一
渋
帋
状
二
枚

一
組
重

大
三

五
組

一
ブ
リ
キ
箱

ヌ
カ
入

一
ツ

一
瓶

八
寸
四
本

小
二

七
寸
三
本

六
寸
一
本

五
寸
二
本

〆
十
本

一
焼
酎

三
升

一
フ
ラ
ス
コ

二
本

一
網
タ
マ

四
本

一
継
竿

一
本

一
ブ
リ
キ
茶
入

大
一

三
本

一
小
鎌

一
挺

小
二

一
小
手

一
本

一
花
鋏

一
挺

一
錨
細
引

壱
揃

一
心
切

二
本

一
箸

三
膳

一
帽
頭
針

五
遣

一
硝
子
箱

四
ツ

一
虫
籠

三
ツ

一
土
鍋

壱
ツ

一
網
袋

弐
ツ

一
篩

壱
ツ

一
小
篩

一
ツ

一
か
な
盥

壱
ツ

一
張
金

少
々

一
麻
糸

一
包

一
黐
壺

一
ツ

一
び
く

弐
ツ

一
ざ
る

壱
ツ

一
張
箱

一
ツ

一
羽
箒

一
ツ

一
提
灯

壱
ツ

一
小
田
原
挑
灯

一
ツ

一
腊
葉
道
具
一
揃

一
樟
脳

一
袋

一
地
図

一
折

一
半
紙
筆
反
故
ド
ウ
サ
帋
帳
面
類

一
竹
筒

弐
本

一
小
袋

一
桐
油
帋
同
袋

一
肉
壺

一
ツ

一
字
書

一

一
三
有
図
説

一
冊

物
産
取
調
御
用

武
州
廻
村
持
参
道
具

一
組
金

大
小

五
ツ

一
ブ
リ
キ
箱

糠
入

一
ツ

一
硝
子
壜

八
寸
四
本

七
寸
一
本

五
寸
三
本

四
寸
二
本

〆
十
本

一
焼
酎
入
フ
ラ
ソ
コ

三
本

一
網

三
本

一
紙
サ
テ

一
本

一
ブ
リ
キ
茶
入

三
本

一
小
鎌

一
挺

一
小
手

一
本

一
花
鋏

一
挺

一
錨
細
引

一
揃

一
心
切

二
本

一
箸

二
膳

一
帽
子
針

五
連

一
硝
子
箱

二
ツ

一
虫
籠

四
ツ

一
土
鍋

一
ツ

一
網
袋

二
ツ

一
か
な
盥

一
ツ

一
張
金

少
々

一
麻
糸

一
包

一
び
久

弐
ツ

一
張
箱

一
ツ

一
羽
箒

一
ツ
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一
挑
灯

一
ツ

一
小
田
原

一
ツ

一
腊
葉
道
具
一
揃

一
竹
筒

弐
本

一
小
袋

一
地
図

一
折

一
桐
油
袋

二
ツ

一
肉
壺

一
ツ

一
桐
油
紙

一
枚

一
三
有
図
説

一
冊

一
渋
紙

大
小

二
枚

一
ブ
リ
キ
入
樟
脳

一
本

一
継
竿

一
本

一
半
紙
筆
反
故
ド
ウ
サ
紙

帳
面
類

一
ザ
ル

一
ツ

一
ノ
リ
壺

一
ツ

一
ボ
ク

少
々

一
ヌ
ノ
袋

二
ツ

一
ス
イ
ノ
ヲ

大
小

二
ツ

一
モ
チ
壺

一
ツ

一
種
類

一
袋

史
料
3

（
表
紙
）慶

応
二
年

物
産
取
調

御
用人

馬
継
立
帳

二
月

開
成
所物

産
方

水
野
和
泉
守
殿
御
渡
御
書
付
写

開
成
所
頭
取
江

壱
人
ニ
付

人
足
壱
人
宛

馬

壱
疋
宛

物
産
方

鶴
田
清
次
郎

田
中
芳
男

阿
部
友
之
進

右
之
通
被
し
た
候

覚

物
産
方
三
人

一
人
足
三
人

内
訳両

掛
三
荷

三
人

同一
馬
三
疋

内
訳壱

疋

荷
本
馬

弐
疋

人
足
ニ
替

但
此
分

御
用
物
壱
荷

右
之
通
無
遅
滞
継
建
可
請
候
以
上

寅
二
月

物
産
方

鶴
田
清
次
郎
内

小
泉
小
太
郎
㊞

従
品
川
宿
夫

右
宿
々
問
屋
中

（
以
下
翻
刻
略
）

史
料
4

（
表
紙
）（

朱
書
）「
寅
八
月
十
五
日
」



348

国立歴史民俗博物館研究報告
第 183集 2014年 3月

雑
司
ヶ
谷
御
地
所
「
之
儀
ニ
付
」
存
寄
「
申
上
候
」
書
「
付
」

雑
司
ヶ
谷
御
地
所
壱
万
五
千
坪
之
処
、
外
囲
道
筋
樹
林
等
有
之
、
且
人
家
も
相
建
可

申
事
故
、
畑
之
坪
数
大
抵
一
万
坪
位
之
事
ニ
御
座
候
「
扨
」
右
地
所
作
物
之
儀
者
カ

シ
ル
ン

亜
麻

サ
ル
ヒ
ヤ

ヂ
ギ
タ
リ
ス

ヒ
ヨ
ス
等
地
味
に
応
し
て
植
附
可
申

候
、
亜
麻
は
八
九
月
種
を
下
し
来
五
月
仁
を
収
む
、
直
ニ
二
度
蒔
し
て
再
ひ
仁
を
取

る
、
カ
ミ
ル
ン
八
九
月
床
に
蒔
附
け
来
春
二
三
月
苗
を
分
ち
て
畑
に
植
附
け
五
月
花

を
摘
取
り
其
明
た
る
地
所
は
直
に
大
根
等
之
野
菜
を
蒔
附
可
申
候
、
此
野
菜
は
大
根

に
限
ら
ず
何
に
て
も
五
六
月
よ
り
来
正
月
迄
に
相
済
候
品
を
植
付
可
申
候
、
サ
ル
ヒ

ヤ

ヂ
キ
タ
リ
ス

ヒ
ヨ
ス
何
れ
も
葉
を
摘
取
候
事
ニ
御
座
候
、
右
様
種
ニ
植
附
候

事
故
一
万
坪
之
上
り
高
一
様
に
申
上
兼
候
得
共
先
カ
シ
ル
ン
之
上
り
高
を
以
て
算
当

仕
候
得
者
地
面
三
坪
に
て
大
抵
一
斤
之
花
を
摘
取
候
事
故
、
一
万
坪
之
地
面
に
て
カ

シ
ル
ン
花
三
千
斤
を
収
可
申
候
、
此
払
代
一
斤
銀
十
匁
を
相
定
候
得
者
三
千
斤
に
て

三
十
〆
目
之
御
益
相
立
可
申
候
、
尤
も
右
上
り
高
者
荒
地
開
墾
後
直
様
産
出
可
仕
算

定
ニ
付
其
後
追
々
御
地
所
肥
沃
仕
候
「
御
地
所
段
々
相
開
候
」
に
従
ひ
御
益
次
第
ニ

相
増
可
申
候
、
且
苹
菓
ア
ッ
プ
ル
も
植
附
候
事
故
、
是
亦
両
三
年
之
後
御
益
ニ
相
成

可
申
候

右
「
様
」
御
地
所
手
入
仕
候
に
は
物
産
方
之
者
三
人
各
一
軒
之
御
役
宅
に
住
居
致
し

各
二
人
之
小
使
を
召
遣
ひ
御
地
所
之
三
方
に
住
ミ
候
而
万
事
世
話
仕
候
様
仕
度
、
尤

「
地
面
広
大
に
て
」
此
人
数
計
に
て
者
世
話
行
届
兼
候
間
、
兼
て
「
事
故
此
外
」
植

木
や
人
足
又
ハ
百
姓
様
之
者
召
抱
置
き
御
地
所
之
「
兼
而
」
隅
々
に
住
居
為
致
平
常

者
銘
々
「
之
」
自
分
之
田
畑
「
者
自
分
ニ
」
為
作
置
候
而
入
用
之
節
日
々
雇
入
「
可

申
候
」
候
様
可
仕
候
、
左
候
ハ
者
人
夫
入
用
之
節
者
何
時
ニ
て
も
間
ニ
合
可
申
、
又

右
様
御
地
所
之
隅
々
ニ
住
居
為
致
候
ハ
者
第
一
御
取
締
向
も
聢
と
相
立
、
彼
是
御
都

合
宜
敷
哉
と
奉
存
候
、
扨
右
人
夫
ハ
雇
入
之
賃
銭
ハ
六
月
よ
り
来
正
月
迄
明
た
る

カ
ミ
ル
ン
畑
何
坪
拝
借
仕
候
地
代
と
し
て
一
ケ
年
之
中
幾
日
之
一
日
雇
入
候
積
ニ

御
座
候
、「
左
候
得
者
一
ケ
年
之
入
用
と
申
候
者
」
間
御
入
費
ニ
相
成
候
分
者
小
使

給
金
食
料
一
人
ニ
付
一
ケ
年
金
三
十
「
十
五
」
両
之
積
に
て
六
人
分
合
金
「
九
十
」

百
八
十
両
、
此
外
鋤
鍬
鎌
篩
桶
并
に
外
囲
入
用
之
「
肥
」
糞
土
等
「
一
ケ
年
」
合
て

金
三
十
両
、
総
計
一
ケ
年
金
「
百
弐
十
」
二
百
十
両
之
御
入
用
「
に
て
」
相
「
済
」

懸
り
可
申
候
ニ
付
「
尤
」
最
前
申
上
候
三
十
〆
目
之
内
ニ
て
右
之
二
百
十
両
相
減
し

残
り
二
百
九
十
両
全
く
御
益
ニ
相
成
可
申
候
、
将
小
使
并
召
抱
百
姓
之
数
者
都
合
に

因
り
増
減
勝
手
次
第
ニ
可
「
致
」
仕
候

右
之
通
り
「
勘
考
致
候
ニ
付
」
預
メ
相
定
メ
置
候
様
仕
度
候
ニ
付
図
面
相
添
奉
入

御
覧
候
、
以
上

寅
八
月

物
産
方

※
「

」
は
朱
書
に
よ
っ
て
抹
消
さ
れ
た
文
字

史
料
5

（
付
箋
）「
祖
父
奉
職
履
歴
」

先
達
而
開
成
所
江
御
預
替
相
成
居
候
雑
司
ヶ
谷
御
鷹
部
屋
明
地
所
江
物
産
所
出
役
之

者
差
遣
し
為
取
調
候
処
、
右
御
地
所
者
壱
万
五
千
坪
余
御
座
候
得
者
外
囲
道
筋
樹
林

等
も
御
座
候
ニ
付
田
畑
ニ
為
致
可
申
地
面
者
大
抵
壱
万
坪
位
之
事
ニ
御
座
候
、
扨

右
御
地
所
江
者
カ
ミ
ル
ン
、
亜
麻
、
サ
ル
ヒ
ヤ
、
ヂ
キ
タ
リ
ス
、
ヒ
ヨ
ス
等
地
味
に

応
し
て
為
植
付
可
申
候
ニ
付
壱
万
坪
之
上
り
高
一
様
に
者
申
上
兼
候
得
共
先
ツ
カ
シ

ル
ン
之
上
高
を
以
て
算
定
仕
候
得
者
地
面
三
坪
に
て
大
抵
一
斤
之
花
を
摘
取
候
様
相

成
可
申
候
に
付
壱
万
坪
之
地
面
に
て
者
カ
シ
ル
ン
花
三
千
斤
を
収
メ
可
申
候
、
此
の

払
代
金
壱
斤
に
付
銀
十
匁
と
相
定
メ
候
得
者
三
千
斤
に
て
三
拾
貫
ノ
御
益
相
立
可
申

候
、
尤
も
右
者
上
高
者
荒
地
開
墾
後
直
様
産
出
可
仕
算
定
に
御
座
候
間
、
其
後
追
々

御
地
所
肥
沃
仕
候
ニ
従
ひ
て
御
益
金
次
第
ニ
相
増
可
申
候
、
又
苹
菓
ア
ツ
プ
ル
も
為

植
付
可
申
候
ニ
付
是
又
両
三
年
之
後
御
益
ニ
相
成
可
申
候
、
又
右
御
地
所
手
入
為
致

候
ニ
者
物
産
方
之
者
三
人
各
々
一
軒
之
御
役
宅
に
住
居
為
致
、
銘
々
二
人
之
小
使
を

為
召
遣
御
地
所
之
三
方
に
分
ち
住
居
為
仕
候
て
万
事
世
話
為
致
候
様
可
為
致
、
尤
も

此
人
数
而
已
に
て
者
世
話
行
届
兼
可
申
候
ニ
付
兼
て
植
木
屋
人
足
又
ハ
百
姓
様
之
者
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召
抱
へ
置
き
是
又
御
地
所
之
隅
々
に
住
居
為
致
、
平
常
者
銘
々
自
分
之
田
畑
為
作
、

人
足
入
用
之
節
而
已
右
之
者
雇
入
候
様
可
為
仕
候
、
左
候
得
者
何
時
に
て
も
人
足
入

用
之
節
者
間
ニ
合
可
申
、
又
右
様
御
地
所
之
隅
々
に
住
居
為
致
候
得
者
第
一
御
取
締

向
も
聢
と
相
立
、
彼
是
御
都
合
宜
敷
義
ニ
御
座
候
、
扨
右
人
足
雇
入
之
賃
銭
者
カ
ミ

ル
ン
等
正
月
植
付
六
月
迄
に
花
摘
取
可
申
候
ニ
付
、
右
田
畑
之
明
居
候
間
何
坪
貸

渡
し
候
地
代
と
し
て
一
ケ
年
之
中
幾
日
之
間
タ
雇
入
候
積
ニ
御
座
候
間
、
別
段
御
費

用
相
懸
り
不
申
候
ニ
付
其
外
年
々
御
費
用
相
懸
り
候
分
者
物
産
方
之
者
ニ
附
ケ
置
候

小
使
給
金
食
料
共
一
人
ニ
付
一
ケ
年
金
弐
十
両
之
積
に
て
六
人
分
合
し
て
金
百
弐
十

両
、
此
外
鋤
鍬
鎌
篩
桶
並
に
外
囲
ひ
入
用
之
糞
土
等
合
し
て
金
三
十
両
、
総
計
一
ケ

年
金
百
五
十
両
御
入
用
相
懸
り
候
得
共
是
も
一
時
に
出
候
義
に
て
者
無
御
座
候
、
将

前
申
上
候
御
益
金
三
拾
貫
目
之
内
に
て
右
之
百
五
十
両
引
余
候
へ
者
残
金
三
百
五
十

両
者
全
く
御
益
ニ
相
成
可
申
候
、
又
最
前
申
上
候
右
御
地
所
内
江
物
産
方
之
者
差
置

可
申
御
役
宅
普
請
等
之
雑
費
者
開
成
所
御
用
「
聞
」
達
之
者
よ
り
為
立
替
置
、
御
地

所
に
て
出
来
候
御
益
金
之
内
を
以
仕
埋
メ
致
し
候
様
可
仕
候
ニ
付
、
是
又
只
今
聊
も

御
費
へ
相
懸
り
不
申
候
間
、
早
々
右
様
為
致
度
候
ニ
付
御
地
所
植
物
之
割
付
絵
図
面

奉
入
御
覧
候
、
就
而
先
達
而
よ
り
度
々
願
上
候
右
御
地
所
内
ニ
住
居
仕
候
者
早
々
引

払
方
夫
々
江
厳
重
御
「
達
し
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
上
候
」
下
知
御
座
候
様
仕
度
、

左
様
無
之
候
得
者
折
角
右
御
地
所
御
「
預
ケ
被
仰
付
」
渡
相
成
候
甲
斐
も
無
之
、
且

只
今
よ
り
右
御
地
所
開
墾
為
致
候
へ
ば
明
年
よ
り
直
様
前
文
之
如
き
御
益
相
立
可
申

候
ニ
付
眼
前
右
之
御
益
金
御
損
失
ニ
相
成
可
申
、
旁
以
御
不
都
合
之
義
と
奉
存
候
、

依
之
此
段
「
奉
願
候
」
申
上
候
、
以
上

寅
八
月

雑
司
ヶ
谷
御
地
所
之
義
ニ
付
存
寄
申
上
候
書
付
、
去
ル
八
月
中
建
白
仕
置
候
所
、
今

以
御
引
渡
無
之
候
処
、
存
寄
書
に
申
上
候

カ
ミ
ル
ン
当
時
益
々
払
底
に
て
直
段
も

益
々
引
上
ケ
│
│
迄
ニ
相
成
候
付
、
片
時
も
早
く
御
場
所
開
発
致
し
御
益
相
立
候

様
仕
度
候
、
今
般
田
中
芳
男
義
仏
国
博
覧
会
御
用
被

仰
付
彼
地
へ
被
差
遣
候
得
共

兼
々
私
共
申
合
見
込
治
定
仕
置
候
事
柄
ニ
付
芳
男
留
守
中
迚
も
私
共
御
引
請
仕
兼
々

建
白
之
通
御
国
益
相
立
申
度
候
義
ニ
付
早
々
厳
重
之
御
達
を
以
て
右
御
場
所
住
居
候

者
共
為
引
払
、
当
年
内
御
引
渡
ニ
相
成
候
様
仕
度
候
、
左
無
之
候
而
者
明
春
よ
り
之

仕
付
方
等
も
差
支
候
義
ニ
付
右
之
段
御
堅
察
被
下
、
早
々
御
地
所
御
引
渡
被
下
候
様

仕
度
候
、
尤
芳
男
出
立
仕
候
而
人
数
相
減
し
候
得
共
幸
ひ
世
話
心
得
│
│
儀
培
養
方

工
者
に
て
至
而
出
精
之
者
故
右
之
│
│
相
加
へ
三
人
に
て
相
勤
候
得
共
聊
御
差
支
無

之
候
と
奉
存
候
間
、
存
寄
書
相
添
奉
入
御
覧
候
間
、
早
速
御
引
渡
相
成
候
様
奉
願
候
、

以
上

寅
十
一
月
廿
五
日

鶴
田
清
次
郎

長
田
庄
十
郎

史
料
6

養
祖
父
鶴
田
歓
助
死
御
徒
与
頭

養
父
鶴
田
権
兵
衛
死
御
徒

祖
父
馬
場
市
左
衛
門
死
一
橋
屋
敷
奉
行

父
馬
場
儀
右
衛
門
死
同
断

第
五
大
区
小
七
区

静
岡
県
貫
属
士
族

下
谷
仲
御
徒
丁
二
丁
目
二
十
四
番
地
寄
留

鶴
田
清
次
郎

辰
五
拾
弐

天
保
五
午
年
七
月
十
八
日
御
徒
御
抱
入
被
仰
付
、
文
久
元
酉
年
八
月
十
四
日
御
譜
代

被
仰
付
、
同
三
亥
年
十
二
月
廿
日
開
成
所
調
役
物
産
掛
り
被
仰
付
、
慶
応
二
寅
年
二

月
物
産
取
調
御
用
ニ
付
廻
村
、
明
治
元
辰
年
七
月
十
二
日
勤
仕
並
、
同
月
十
六
日
当

分
鎮
台
府
附
物
産
掛
り
被
仰
付
「
拝
命
」、
同
年
八
月
廿
二
日
川
島
宗
灯端
附
属
御
製

薬
掛
り
被
命
、
鎮
将
府
附
、
八
月
廿
六
日
病
気
ニ
付
御
免
相
願
候
、
駿
河
国
静
岡
江

居
移
仕
被
仰
付
製
薬
薬
園
掛
被
命
「
被
申
付
」、
明
治
五
申
年
三
月
四
日
博
覧
会
事

務
局
十
三
等
出
仕
拝
命
、同
六
酉
年
澳
国
博
覧
会
品
物
取
扱
為
御
用
駿
遠
三
巡
回
仕
、

同
申
十
月
四
日
帰
京
仕
、
同
戌
年
三
月
三
十
一
日
御
人
減
ニ
付
出
仕
被
免
候
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史
料
7

開
成
所
調
役

物
産
学
出
役
助

高
七
拾
俵
五
人
扶
持

鶴
田
清
次
郎

内

御
足
扶
持
弐
人
扶
持

清
次
郎
厄
介
弟

開
成
所
物
産
学
世
話
心
得

鶴
田
太
郎
次
郎

弘
化
元
辰
年
養
兄
手
前
ニ
罷
在
候
節
、十
一
月
八
日
於
学
問
所
素
読
御
吟
味
ニ
罷
出
、

同
十
二
月
廿
五
日
素
読
出
精
ニ
付
為
御
褒
美
白
銀
三
枚
被
下
置
候
旨
、
遠
藤
但
馬
守

殿
御
書
付
ヲ
以
被
仰
渡
候
旨
、
於
学
問
所
御
目
付
桜
井
庄
兵
衛
中
川
勘
三
郎
申
渡
、

頂
戴
仕
、
文
久
三
亥
年
三
月
十
一
日
開
成
所
江
罷
出
、
仏
蘭
西
学
并
物
産
学
修
行
仕
、

同
九
月
廿
五
日
物
産
学
稽
古
人
世
話
心
得
、
頭
取
井
上
弥
三
郎
被
申
渡
、
元
治
元
子

年
十
二
月
廿
九
日
物
産
学
稽
古
人
世
話
心
得
出
精
相
勤
候
ニ
付
為
御
褒
美
白
銀
弐
枚

被
下
置
候
旨
、
頭
取
申
渡
、
頂
戴
仕
、
同
二
丑
年
十
二
月
廿
八
日
右
同
断
出
精
ニ
付

白
銀
弐
枚
被
下
置
候
旨
、
頭
取
申
渡
、
頂
戴
仕
候
、
物
産
学
世
話
心
得
当
寅
年
迄
四

ケ
年

史
料
8

病
院
附
御
薬
園
掛

鶴
田
清
次
郎

席
病
院
附
調
役
之
次
、
役
金
七
拾
両
被
下
之

右
平
右
衛
門
殿
被
申
渡
候
ニ
付
、
申
渡
之

史
料
9

其
形
ヲ
取
テ
其
情
ヲ
不
尽
ハ
非
天
下
之
公
平
抑
物
産
局
駿
遠
ニ
開
業
之
基
本
ハ
全
ラ

鶴
田
氏
之
功
ニ
寄
ル
処
也
当
今

天
朝
ニ
物
産
局
有
テ
其
実
ナ
シ
ト
今
駿
州
ニ
鶴
田

氏
尾
州
ニ
田
中
氏
有
事
是

皇
国
之
大
幸
也
倩
考
ニ
世
界
之
学
問
漸
ク
一
ト
成
ン
ト

ス
ル
時
物
産
学
無
ク
ン
ハ
不
可
有
第
一
西
洋
之
薬
品
生
育
製
薬
相
成
候
儀
ハ
彼
ノ
長

ヲ
採
テ
我
短
ヲ
補
シ
専
務
第
二
ハ
御
藩
中
之
内
追
而
物
産
学
開
業
可
相
成
是

皇
国

之
御
為
ニ
〆
外
国
与
並
立
ス
ル
之
一
助
ナ
レ
ハ
聊
之
御
入
費
ニ
者
難
替
儀
与
奉
存
候

今
時
病
院
大
ニ
開
ケ

皇
国
之
人
民
病
苦
ヲ
免
レ
死
亡
ヲ
遁
ル
此
上
之
大
幸
仁
慈
有

ン
ヤ
天
下
之
為
ニ
盛
大
ヲ
仰
望
ス
ル
処
也
然
ル
ニ
御
薬
園
未
タ
盛
大
ニ
不
至
悲
哉
其

基
礎
ヲ
失
フ
ト
云
ヘ
シ
近
来
幸
薬
品
之
種
舶
来
ス
ト
雖
全
其
実
ヲ
行
フ
ニ
不
至
是
外

国
ヲ
目
的
ニ
人
命
ヲ
預
ル
道
理
ニ
〆
無
替
短
才
又
危
キ
之
大
ナ
ル
処
也
若
此
末
異
動

有
之
欤
左
ナ
ク
ト
モ
薬
価
弥
益
ニ
沸
騰
ス
ト
モ
薬
種
無
ン
ハ
人
命
ヲ
救
フ
事
ふ
能
ふ

得
止
高
価
ヲ
費
シ
其
価

皇
国
之
病
者
ニ
押
移
軽
輩
之
者
ハ
死
ニ
至
共
薬
用
ス
ル
事

不
能
愍
然
悲
痛
国
之
疲
弊
ニ
陥
入
可
申
又
病
院
有
テ
之
薬
園
也
薬
園
有
テ
之
病
院
ニ

〆
雌
雄
不
可
欠
乏
要
業
両
全
盛
大
無
ン
ハ
不
可
有
小
僕
元
来
無
学
短
才
其
上
当
春
已

来
之
修
行
ニ
〆
其
情
ヲ
雖
不
能
述
広
ク
言
路
ヲ
被
為
開
候
御
時
世
ニ
基
キ
井
蛙
賤
見

之
過
言
不
憚
忌

聊
愚
意
ヲ
申
述
候
抑
物
産
局
昨
年
ゟ
開
ケ
十
一
月
ニ
至
附
属
僅
ニ

四
名
当
正
月
ニ
至
修
行
人
始
り
三
月
ニ
至
附
属
八
名
当
今
修
行
人
共
十
五
名
ニ
至
レ

リ
雖
然
御
園
中
五
千
坪
之
内
三
千
坪
程
ハ
麦
作
之
地
ニ
成
レ
リ
是
人
員
未
タ
足
ラ
サ

ル
カ
故
也
諺
ニ
云
草
木
生
育
一
名
百
坪
ニ
限
ル
ト
左
ス
レ
ハ
十
五
名
ニ
〆
僅
千
五
百

坪
可
成
加
之
多
石
焦
土
之
悪
地
ニ
〆
生
育
不
至
半
善
地
ニ
比
ス
レ
ハ
其
成
功
霄
壌
之

違
ニ
〆
一
際
勉
強
人
力
ヲ
尽
サ
ス
ン
ハ
善
地
ト
ス
ル
事
難
カ
ル
ヘ
シ
然
ヲ
況
ヤ
御
人

費
之
為
ニ
日
々
更
番
〆
四
五
人
之
開
業
何
ソ
盛
大
之
期
可
有
ン
ヤ
土
地
ヲ
肥
ス
ハ
人

員
之
多
少
ニ
寄
レ
リ
土
地
肥
ス
レ
ハ
生
育
盛
ン
可
成
盛
ン
ナ
レ
ハ
御
国
益
可
成
左
ス

レ
ハ
自
然
御
失
費
ヲ
補
ヒ
其
上
ニ
モ
御
益
可
有
之
ハ
不
待
論
ト
奉
存
候
初
発
ゟ
御
失

費
ヲ
厭
ヒ
往
々
之
御
国
益
ヲ
不
知
眼
前
之
小
利
ニ
泥
ム
ハ
小
人
之
業
ニ
〆
遺
憾
至
極

ニ
御
座
候
何
卒
此
上
猶
附
属
相
増
責
テ
ハ
二
十
名
ニ
至
ラ
ハ
内
四
人
新
古
ヲ
不
論
撰

挙
〆
肝
煎
ヲ
置
キ
一
頬
五
名
ニ
〆
四
頬
ニ
分
御
園
中
ヲ
四
ツ
ニ
分
テ
一
頬
何
百
坪
持

与
極
又
其
内
ヲ
五
ツ
ニ
割
一
名
宛
之
持
場
ヲ
定
協
力
同
心
勉
励
候
ハ
ヽ
忽
開
業
之
功

不
費
日
〆
目
前
ニ
顕
レ
可
申
是
一
名
之
持
場
定
リ
候
得
者
精
不
精
速
ニ
其
持
場
ニ
顕

レ
候
間
譬
如
何
成
も
の
ニ
候
共
人
気
奮
動
互
ニ
劣
ル
マ
ジ
ト
実
地
ニ
盛
業
ニ
可
相
成

ハ
自
然
之
道
理
ニ
御
座
候
然
ル
上
ハ
一
人
二
名
ニ
モ
勝
リ
候
間
日
々
月
々
善
地
ニ
相
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成
十
分
之
生
育
ハ
申
迄
も
無
之
候
又
加
之
御
園
中
廻
り
三
方
ヘ
生
育
物
之
障
り
不
成

様
桑
茶
之
苗
ヲ
植
付
候
ハ
ヽ
格
別
人
力
ヲ
不
費
〆
三
ケ
年
目
ゟ
者
年
々
歳
々
御
益
可

相
成
是
亦
御
失
費
ヲ
補
ふ
一
助
ト
奉
存
候
唯
今
之
姿
ニ
而
者
精
不
精
も
目
前
ニ
ハ
顕

レ
不
申
又
出
役
ニ
而
者
未
タ
進
退
二
ツ
ニ
〆
一
定
ニ
不
至
自
然
奮
発
も
薄
キ
形
ニ
陥

入
可
申
欤
何
卒
出
役
ヲ
去
リ
俸
金
ヲ
給
リ
一
名
之
俸
二
十
金
ニ
極
肝
煎
四
人
ハ
廿
五

金
ニ
定
且
揃
刻
退
刻
ヲ
始
規
則
ヲ
確
定
シ
器
械
ヲ
充
備
シ
肝
煎
已
下
ニ
テ
一
頬
ニ
一

名
宛
器
械
掛
ヲ
設
総
テ
厳
正
ニ
法
則
ヲ
定
若
万
一
肝
煎
始
不
勉
強
不
都
合
之
仁
有
之

節
ハ
仲
ケ
間
一
同
ニ
テ
及
説
得
改
心
候
ハ
ヽ
無
論
若
其
上
ニ
も
用
ヒ
ザ
ル
節
者
其
頬

ハ
不
申
及
一
同
書
面
ヲ
以
可
申
立
左
ス
レ
ハ
放
逐
ス
ル
ト
モ
恨
無
カ
ル
ベ
ク
亦
規
則

モ
明
諒
ニ
相
立
可
申
候
且
肝
煎
之
儀
万
事
ハ
勿
論
持
場
迚
も
平
士
ゟ
ハ
一
層
難
地
ヲ

引
受
候
程
ニ
無
之
而
ハ
不
平
ヲ
生
シ
可
申
肝
煎
之
不
都
合
ハ
平
士
之
不
都
合
よ
り
ハ

一
倍
重
く
致
第
一
行
跡
ヲ
慎
ミ
若
局
中
不
都
合
生
ス
ル
時
ハ
静
謐
真
実
ニ
取
計
局
中

熟
和
ヲ
専
一
ニ
心
懸
候
儀
一
致
開
業
之
基
本
ト
奉
存
候
将
又
病
院
御
薬
園
局
之
儀
ハ

西
洋
機
会
ニ
候
間
尤
因
循
弊
習
小
事
ヲ
去
り
軽
便
実
践
ヲ
志
シ
両
局
役
々
合
體
上
等

下
等
ヲ
不
論
水
魚
之
一
致
ニ
候
上
ハ
首
尾
両
全
ニ
〆

皇
国
第
一
等
之
盛
業
ト
成
ン

事
愉
快
此
上
ヤ
候
ベ
キ
皇
国
之
御
為
ニ
深
ク
仰
望
奉
伏
願
候
乍
然
御
両
局
御
英
断
之

中
江
前
件
至
愚
倉
卒
之
妄
言
極
而
御
採
用
相
成
間
敷
畏
縮
仕
候
得
共
愚
裏
之
情
実
不

被
為
捨
偏
御
熟
覧
奉
冀
候
恐
惶
謹
言

静
岡
二
等
勤
番
組

午

御
薬
園
附
属
出
役

五
月
三
日

稲
富
市
郎

鶴
田
両
先
生
江

二
白
二
十
名
俸
金
之
儀
難
叶
候
ハ
ヽ
附
属
出
役
廿
五
名
被

命
内
五
名
ハ
順
廻
ニ

採
薬
并
外
用
ニ
当
日
者
二
十
名
出
業
五
頬
ニ
分
肝
煎
五
名
ヲ
置
キ
御
園
中
ヲ
五
ツ

ニ
割
余
ハ
前
顕
ニ
准
シ
可
申
欤
且
二
十
名
之
俸
金
一
ケ
年
四
百
廿
両
ニ
至
出
役
日

当
一
日
二
十
名
一
両
壱
分
一
ケ
年
四
百
五
十
両
ニ
至
候
間
却
而
俸
金
之
方
少
ク
殊

ニ
人
心
之
一
致
成
業
ニ
至
テ
ハ
黒
白
之
相
違
与
奉
存
候
間
可
相
成
者
本
文
之
趣
御

熟
考
御
詳
解
奉
願
候
此
段
毛
頭
も
私
情
ヲ
以
虚
飾
吐
露
仕
候
儀
ニ
無
之
全
盛
大
ヲ

仰
望
ス
ル
処
ニ
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番号 表題（内容） 年代 差出人 宛名 形態 法量 数量
1 （小動物図絵断巻　前欠） 文政 4．9． 栗瑞見拙藁 毛色巻 28．0 × 165．0 1
─ 1 ハウチン　又云バチン　仙台侯家蔵図
牝

毛色

─ 2（ハウチン　牡か） 毛色
2 （小動物図絵断巻　前後欠） 毛色巻 28．0 × 135．0 1
─ 1 金貂 毛色
─ 2（筑前秋月で捕獲されたテンの一種） （癸未．臘．念）

（文政 6）
栗丹洲誌 毛色

3 （小動物図絵断巻　前欠） 毛色巻 28．0 × 200．0 1
─ 1 貂一種（御前にて拝観の朝鮮から貢献さ
れた山猫毛皮）

毛色

─ 2（堅田侯より贈示された山猫毛皮） 丁亥．3．晦（文
政 10）

丹洲手摸 毛色

─ 3 銀鼠（文政4年2月薩州侍医立花静庵写真）文政 4．正．29 毛色
 ─ 4 薩州竹瑠（福岡侯より拝借したヤマネの

一種）
甲申．初夏．14
（文政 7）

毛色

 ─ 5 銀鼠皮二張　橘宗仙院家蔵云是薩州老侯
所賜

毛色

4 （小動物図絵断巻） 毛色巻 28．0 × 490．0 1
─ 1 晏中ノ一種也（モグラの図 2） 毛色
 ─ 2（癸丑春大塚で捕獲されたモグラ） 毛色
 ─ 3（水戸で捕獲された野鼠の一種） 毛色
 ─ 4 白 晏鼠　薩州産 毛色
─ 5 ツーシユニケ　蝦夷シヤチリ　ムントヱ
リモ

毛色

─ 6 終 毛色
 ─ 7（リス） 毛色
 ─ 8（尾を立てたリス） 毛色
 ─ 9 蕃図栗鼠和蘭インキホールン 毛
─ 10（木の実をかじるリス） 毛色
─ 11（横向きのリス） 毛色
─ 12（斜め前向きのリス） 毛色
─ 13（横向きの笹熊） 毛色
─ 14 笹熊　木沾（寛政己未 5月 9日下総小金

郷上本郷村で捕獲）
毛色

─ 15（横向きで寝る笹熊） 毛色
─ 16（笹熊の顔・足・足の裏） 毛色
─ 17（横向きの笹熊　備前備中土州ではクロン

ボウ・和州ではキテンと称す）
毛色

─ 18 田鼠　又ハハタ子ツミ（寛政 6年 11 月池
袋村にて捕獲）

毛色

─ 19（寝ている田鼠） 毛色
─ 20 鼠（御城内にて親視し写す） 丁巳．10．（寛政

9）
毛色

─ 21 地鼠　俗名ナリ又ヒミズ 毛色
5 （小動物図絵断巻） 毛色巻 30．0 × 760．0 1
 ─ 1 日光山産山根図（5方向より） 寛政 3．霜．17 毛色
 ─ 2 唐栗鼠 毛色
 ─ 3 晏（薩州鹿児島産純白色者） 毛色
 ─ 4 モヽドリ　二疋之図 寛政 2．極．17 毛色
 ─ 5 ヤマ子　日光産（2図） 毛色
 ─ 6 山童子 毛色
 ─ 7 モヽドリ 毛色
 ─ 8 壘鼠（ムササビの一種、前向き・背面） 毛色
 ─ 9（山童子　腹を向けたムササビ） 毛色
─ 10（モモンガ） 毛色
─ 11（横向きのモモンガ） 毛色
─ 12 ムサヽビノ子（辛亥春水府金砂山にて捕

獲・中山氏写真巻中より手写、背中側・
腹側）

毛色

表1　鶴田清次関係資料目録
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番号 表題（内容） 年代 差出人 宛名 形態 法量 数量
─ 13 蝟（ハリネズミ背面と前後足、文化崎陽

鎮台土屋紀伊守もたらす）
毛色

─ 14 八重山島のかわほり　大サ如図（枝につ
かまるコウモリ）

毛色

─ 15（モミジの枝に顔を隠して下がるコウモ
リ）

毛色

─ 16（コウモリの小図 3態） 毛色
─ 17（果実を食べるコウモリ） 毛色
─ 18（枝にぶら下がるコウモリ） 毛色
─ 19 灰鼠（蝦夷アクケシノ産、背面・腹面） 毛色
─ 20 鼬鼠イタチ 毛色
─ 21 蝙蝠（野州宇津宮産、2図） 毛色
─ 22 伏翼（カラフト産コウモリ・背面、寛政

中御道朋頭仙阿弥所蔵医学館薬品会ニ出
ス）

毛色

─ 23（伏翼　腹面） 毛色
6 文久二壬戌年より物産学入学姓名記 （文久 2．2．18 ～

慶応 3．11．3）
物産方 竪毛 24．5 × 16．5 1

7 楓糖説（足立栄建訳「マガゼインアホル
ン樹の條抜訳」を含む）

文久 2 物産方（伊藤圭介
訳、「蕃書調所」
罫紙使用）

竪毛 26．5 × 19．5 1

8 嘉女里與武（文久 2年医官高島祐啓イン
ドにて捕獲のカメレオンのこと）

文久 3．5． 毛罫綴 25．0 × 17．0 1

9 独逸文人造牧場の為にせる種子の処置 文久 3．9． 物産局（市川斎宮
訳、「蕃書調所」
罫紙使用）

竪毛 27．0 × 19．5 1

10 デ・シーホルト著述日本草木図説目録（慶
応２年物産方「英国ニ遣ニ相成種物目録」
などを含む）

文久 3．9． 物産局（「蕃書調
所」罫紙使用）

竪毛 27．5 × 19．5 1

11 雑司ヶ谷御鷹部屋跡地絵図面（御役屋敷
絵図面朱引之通家作住居）

元治元．6．上旬
改

毛状袋 64．0 × 38．0 1

12 ─ 1 本草図譜目録 （「蕃書調所」罫紙
使用）

毛罫綴 24．5 × 16,5 1

 ─ 2 覚（本草図譜原書御役所に預置） 丑．5．12 庄十郎改 毛状 24．5 × 16,5 1
13 菊芋考并植法 慶応元．霜． 信濃田芳男記 竪毛 24．0 × 17．0 1
14 雑司ヶ谷御地所存寄書 寅．8．15 物産方 毛綴 24．5 × 17．0 1
15 （開成所へ預替雑司ヶ谷御鷹部屋明地云々

につき）
寅．11．25 鶴田清次郎・長田

庄十郎
毛綴 24．0 × 16．0 1

16 御鷹部屋跡開発地之絵図 状毛 53．0 × 75．0 1
17 豆相駿廻村動物写生図 慶応 2．3～ 4． 田中芳男輯・鶴田

清次郎画
［印］（鶴田蔵書） 毛色竪 27．5 × 19．5 1

18 豆相駿廻村植物写真 ［印］（鶴田蔵書） 毛色竪 27．5 × 20．0 1
19 伊豆誌稿　物産之部抜萃（豆州志稿巻七・

秋山章纂輯）
慶応 2．3． 於豆州伊東和田村

写之　物産取調御
用先　物産方三名
所持

［印］（鶴田蔵書） 竪毛 28．0 × 20．0 1

20 慶応二寅年二月中開成所物産方之者共伊
豆相模駿河辺江被差遣候節取扱一件帳写

（慶応2．2～6．） 竪毛 24．5 × 17．5 1

21 物産取調御用人馬継立帳 慶応 2．2． 開成所物産方 横半毛 16．5 × 12．0 1
22 山辺風雨論（著述豆州加茂郡小川住田夫

亭愚作）
慶応 2．4．7 物産方三名　於豆

州天城山麓湯ケ野
村写之

竪毛 24．5 × 17．5 1

23 礦物学 毛竪 24．5 × 17．5 1
24 （履歴明細短冊） 辰 鶴田清次郎 毛状 28．0 × 9．0 1
25 （履歴明細短冊） 鶴田太郎次郎 毛状 27．5 × 6．5 1
26 （駿遠に物産局開業云々意見） 午．5．3 静岡二等勤番組御

薬園附属出役稲富
市郎

鶴田両先生江 毛綴 22．5 × 16．0 1

27 席病院附調役之次役金七拾両被下之 （平右衛門殿申渡）病院附御薬園掛鶴
田清次郎

毛状 15．5 × 19．0 1

28 日記（末尾に図あり） （壬申．3．20 ～
7．16）

鶴田尹房 毛綴 18．0 × 12．5 1
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番号 表題（内容） 年代 差出人 宛名 形態 法量 数量
29 博覧会御用日記（駿遠三への出張時・絵

入り）
（明治 5．3．20 ～
7．21）

鶴田 竪毛 24．5 × 17．0 1

30 東海道略名所（慶応 3年上京時各地の名
物・風景などの絵入り）

明治 18．12． 竪毛 24．5 × 16．5 1

31 正一位稲荷大明神安鎮之事 安政 7．3．豊 正宮司代正五位伯
耆守荷田信成［印］

江府鶴田清次郎殿 状毛 35．0 × 49．0 1

32 （伊豆下田絵図） 状毛色 54．0 × 40．0 1
33 （澱粉一覧茶葛布絵著述の件書簡） 6．17 武田昌次（「博覧

会事務局」罫紙使
用）

鶴田清次様 毛罫封 27．5 × 40．5 1

34 ─ 1（シーボルト氏記念塔設立賛同依頼） 明治 9．1．5 取扱人戸塚静海・
伊藤圭介

（鶴田清次様） 活封 13．5 × 20．0 1

 ─ 2 巴威里亜国貴族ヒリップ、フオン、シー
ボルト氏記念塔ヲ勧進スル記

明治 8．9． 戸塚静海・伊藤圭
介

活 28．0 × 23．0 1

35 経暦日誌　第弐号ノ壱（イロハ順物産事
典のような内容）

鶴田清次（「草稿
用」「農商務省」
罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 17．5 1

36 経暦日誌　第弐号ノ弐 （「草稿用」「農商
務省」罫紙使用）

毛罫綴 24．5 × 17．5 1

37 経暦日誌　弐号□□ 明治 11．5． ㊞（鶴田）（「草稿
用」「農商務省」
罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 18．0 1

38 三冊之内　経暦日誌　第三号　下書簿 鶴田（「草稿用」「内
務省」罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 17．0 1

39 経歴日誌　完 （「草稿用」「内務
省」罫紙使用）

毛罫綴 24．0 × 16．0
× 4．0

1

40 経歴雑誌 明治 16． 鶴田（「草稿用」「農
商務省」罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 17．5 1

41 博物局植物園目録 （「草稿用」「農商
務省」罫紙使用）

毛罫綴 24．5 × 17．5 1

42 上野公園浅草文庫旧蹟 （「草稿用」「内務
省」罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 17．5 1

43 葛粉製一覧（他「茶説巻之二」「葛布略説」
「葛粉」など草稿類）

（「博覧会事務局」
罫紙使用）

毛罫綴 28．0 × 20．0 1

44 □種拵方（他「第五号　雁皮紙製造ノ発端」
等草稿）

（「博覧会事務局」
罫紙使用）

毛罫綴 28．0 × 20．0 1

45 （日本紙製法図解説草稿） （「博覧会事務局」
罫紙使用）

毛罫綴 28．0 × 20．0 1

46 鳥獣類剥製大略 博物局 木綴 24．5 × 17．0 1
47 蚰蜒ナメクシラ（他草稿） （「草稿用紙」「農

商務省」罫紙使用）
毛罫綴 22．0 × 14．5 1

48 花の弁（他草稿） 「志誠堂」罫紙使
用）

毛罫綴 24．0 × 16．5 1

49 種蒔附季考 （「草稿用紙」「農
商務省」罫紙使用）

毛罫綴 24．0 × 16．5 1

50 ─ 1 四季之花 明治 16．6． （「草稿用」「農商
務省」罫紙使用）

毛罫綴 24．5 × 17．5 1

─ 2 花菖蒲（番付表） 勧進元吉木翁
（他）・堀切村武蔵
屋瀧蔵

木状 39．5 × 27．5 1

51 弐号ノ三（ソ之部～キ之部草稿） （「草稿用」「農商
務省」罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 18．0 1

52 弐号ノ四（ユ之部～ヤ之部草稿、付箋「朝
顔便名集」）

（「草稿用」「農商
務省」罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 18．0 1

53 弐号ノ五（ヤ之部～モ之部草稿） （「草稿用」「農商
務省」罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 17．5 1

54 弐号ノ六（モ之部～ス之部） 明治 16．3． 鶴田清次（「草稿
用」「農商務省」
罫紙使用）

毛罫綴 25．0 × 17．5 1

55 秋のサフラン （「草稿用」「内務
省」罫紙使用）

毛罫 24．5 × 33．5 1

56 明治十年内国勧業博覧会出品解説　薬品
ノ部ニ

（「農商務省」罫紙
使用）

毛罫 24．5 × 32．5 1
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番号 表題（内容） 年代 差出人 宛名 形態 法量 数量
57 広益秘事大全 （「農商務省」罫紙

使用）
毛罫 24．0 × 32．5 1

58 （夏ノ部・秋ノ部・春ノ部・冬ノ部　食品
書上）

（「草稿用紙」「農
商務省」罫紙使用）

毛罫 24．0 × 32．5 1

59 第二　乳汁ノ腐敗ヲ防ク法（他） 明治 15．10．8 大日本鳩巣会席上
演説　蟹川漁史

鉛 24．5 × 32．5 1

60 江戸歌仙楽我記（写本） 宝暦 8．6． 九皐堂亀山・舞鶴
庵林道万興蔵板

毛竪 25．5 × 17．5 1

61 伝授袋（他「和蘭製薬書」「松前家伝ビル
シヤナエン」「秘密伝授記」「万世秘事□」）

（天保 5．11．2） 馬場信周 毛横半 14．0 × 20．0 1

62 金龍山浅草寺大堂棟札写（元禄 14 年 5 月）天保 15．7．下旬 鶴田氏 毛横 33．5 × 12．5 1
63 （江戸古絵図） 天保 15．8． 鶴田氏尹房写 毛色 28．0 × 79．0 1
64 天狗鈔修法 嘉永元．3．25 尹房 毛折 15．5 × 6．0 1
65 阿吽巻口伝 嘉永元．7．吉 尹房蔵 毛横半 12．5 × 17．0 1
66 武門天狗鈔阿之巻（小笠原信濃守源貞宗

在判）
嘉永 2．2．吉 尹房（花押） 毛折 17．5 × 8．0 1

67 天狗鈔呼之巻 毛折 16．0 × 5．0 1
68 武門天狗鈔切紙伝（省柳斎） 鶴田尹房 毛竪 27．5 × 20．5 1
69 天満宮御出現寿宝御社縁起　カセキノ宮

組ヲカモイ山
鶴田 毛横半 12．5 × 17．0 1

70 四季料理一覧 鶴田 毛横半 17．0 × 12．0 1
71 鳥養方 毛横半 17．0 × 13．0 1
72 増補地錦抄 ［印］（馬場蔵）・

［印］（馬場蔵書）
毛横半 12．0 × 17．5 1

73 天正年中御由緒之写（武徳編年集成） 甲州御岳衆 毛綴 23．5 × 16．5 1
74 馭戎慨言序（写本） （寛政 4．12．） （尾張鈴木朖謹撰

他）
毛綴 24．5 × 17．0 1

75 （時辰儀定刻活測写本） 安政 4．仲秋（天
保 9．初秋）

佐倉鈴木源太蔵梓
（序雲藩小川忠友
識・後序佐倉鈴木
光尚誌・跋雲藩侍
医藤山豊識）

毛状 23．0 × 320．0 1

76 和蘭ノ銀銭（図） 毛状 24．0 × 18．0 1
77 徳川家五本御道具之内虎皮ナゲ鞘ノ鎗ノ

身（図）
毛状 16．0 × 26．5 1

78 北野山喜見院（衣冠束帯人物画） ［印］（□□湯島） 木状 16．5 × 11．5 1
79 豆州手石阿弥陀仏窟（画） 木状 17．0 × 11．5 1
80 一百寿（和歌） 閏申． 七十七翁周保書

［印］
毛状 16．0 × 21．0 1

81 長うた 源尹房 毛状 16．0 × 48．0 1
82 （一狐皮之弁齎送いたし云々書簡） 元川忠彦 鶴田清次郎様 毛状 15．5 × 37．0 1
83 おほへ帳 明治 10．10．（明

治 11．11．吉）
つるたうち（大五
大区七小区下谷仲
徒町四丁目新八番
地地主鶴田岳子）

横半毛 16．5 × 12．5 1

84 莚打学校開業ヲ祝ス 明治 10．○．○ 莚打学校馬場信懐
再拝

毛 24．5 × 34．0 1

85 （学校への寄付金に対する褒状） 明治 13．1． 東京府庁［印］ 静岡県士族鶴田清
次

毛状 19．5 × 26．0 1

86 下等植物学講本原稿 明治 18．4 ～
19．3．

長野県師範学校教
諭鶴田信懐控

毛罫綴 22．0 × 14．5 1

87 西洋素人料理魚類いろは寿煮方附 明治 18．12． 九阜堂・［印］（鶴
田氏蔵）

横半毛 12．5 × 16．5 1

88 日記 明治 20．9 ～ 横半毛 12．0 × 16．0 1
89 百合花集 明治 26．10． 毛色綴 28．0 × 20．0 1
90 百合代償記（倫敦相場云々） 毛 12．0 × 33．0 2
91 垤甘度爾列氏分科（植物分類） ㊞（鶴田） 毛罫綴 23．0 × 16．0

× 2．0
1

92 下等植物学 毛稿綴 25．0 × 16．5 1
93 第一篇植物外貌学　附名称学 （「東京大学」罫紙

使用）
毛罫綴 25．0 × 17．0 1
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番号 表題（内容） 年代 差出人 宛名 形態 法量 数量
94 第二目後鯉類（他） （「東京大学」罫紙

使用）
毛罫綴 25．0 × 18．0 1

95 生物学（植物）汎論 （「東京大学」罫紙
使用）

毛罫綴 28．5 × 20．0 1

96 （植物標本目録か） （「東京大学医学
部」罫紙使用）

毛罫綴 28．5 × 20．0 1

97 第一門　裸子（付箋「生理学筆記」） 毛綴 25．0 × 18．0 1
98 第二門　被子（付箋「植物学筆記」） 毛綴 25．5 × 18．0 1
99 （「第十五　鳳梨科」等 13 ～ 15 丁断簡） 毛綴 25．0 × 18．0 1
100 郊外遠足野生植物の採集（例言） 明治 41．10． 編者識す ペ稿綴 25．0 × 17．5 1
101 植物学（写本か） 毛綴 28．0 × 21．0 1
102 （植物分類表） 毛鉛 160．0 × 54．0 1
103 （眼科書写本か　前後欠） 毛罫綴 23．0 × 15．0 1
104 （付箋「横文筆記」） ペ罫 20．0 × 13．0 1
105 学校長職務章程（他） 四谷大番町三十六

番地酒井方滝田鐘
四郎（「新潟県尋
常師範学校」罫紙
使用）

毛罫綴 28．0 × 19．5 1

106 （岩崎所有地・軍用停車場・国道・里道予
定線等土地図面）

毛色 55．0 × 75．0 1

107 清和源氏鶴田家譜 竪毛 27．5 × 19．5 1
108 鶴田系譜 竪毛 24．5 × 16．5 1
109 （落合家・鶴田家系図） 毛状 14．0 × 76．0 1
110 （鶴田家系図） 毛状 24．0 × 125．0 1
111 （落合家・鶴田家系図・戦国文書写） 毛状 15．5 × 320．0 1
112 定（竹木藁縄御用を命じる古文書写） 乙亥．12．23 跡部美濃守・市川

備後守奉之
落合之郷 毛状 16．5 × 48．0 1

113 （馬場家・鶴田家系図） ペ鉛 24．0 × 17．5 1
114 （落合久左衛門重次に関するメモ） ペ稿綴 25．5 × 36．0 1
115 （馬場家歴代戒名・俗名没年月日一覧） ペ罫綴 36．0 × 25．0 1
116 慶応二寅年二月二十八日町触　仏国博覧

会え可差送品書（旧幕引継書写し）
ペ稿綴 25．0 × 36．0 1

117 博覧会事始め－伊藤圭介のことなど－（朝
日新聞文化欄コピー）

昭和 43．4．10 馬場信夫（日本医
史学会会員）

コ 26．0 × 15．5 1

118 馬場美濃守信房（刊本写真複写） （昭和 18．10．自
序）

綴 21．0 × 14．5 1

119 伝記鶴田清次郎　武術の部　付水泳書 昭和 43．12．11 編著解説馬場信夫 謄冊 21．0 × 15．0 1
120 伝記鶴田清次郎　学問の部　博覧会御用

日記
昭和 44．12．15 編著解説馬場信夫 謄冊 21．5 × 15．0 1

121 伝記鶴田清次郎 馬場信夫編 謄冊 21．0 × 15．0 1
122 （和服・髯姿鶴田清次額入写真） 写真箱 22．5 × 17．0 1
123 （和服・髯姿鶴田清次キャビネサイズ写真） 写真 17．5 × 12．5 1
124 （花菱紋和服・丁髷男性肖像画） 画 49．5 × 32．0 1

【形態欄の略記】　状：一枚ものの近世文書　竪：竪帳　横：横帳　横半：横半帳　冊：冊子　綴：綴られたもの　巻：巻かれた状態のもの　　　　　
毛：毛筆で墨書されたもの　ペ：ペン書き　鉛：鉛筆書き　謄：謄写版　活：活版　コ：電子複写によるコピー

　　　　　　　色：着色があるもの　罫：罫紙　封：封筒入り　箱：箱入り
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［幕臣博物学者鶴田清次とその資料］……樋口雄彦

配列 記載名称
1 ハマナシ　富士方言　　コケモヽ　越橘
2 ガクウツギ　一名コンテリギ
3 スギラン　豆州天城山産生於古木朽処
4 トベラ　海桐
5 カラスヤマモヽ　伊豆方言　ヤナギイチゴ
6 コメツヽジ
7 イヌカヤ　粗榧
8 カヤ　榧
9 チドリノキ
10 地衣草
11 ドクウツギ
12 コヾメウツギ
13 クワガタサウ　丙寅四月朔日天城山採薬之一
14 杜衡
15 ムシクサ　蚊母草　豆州産
16 サイカチ　「白の下に七」莢
17 カンアフヒ　杜衡
18 ソクシンラン
19 ヤマクス
20 イヅセンリヤウ　杜茎山
21 馬兜鈴
22 スナヒキグサ
23 ハマドクサ　子コノシタ
24 ハラン　一葉
25 ヒメカウゾ
26 アリドホシ　虎刺
27 椶櫚
28 ツタウルシ　野葛
29 ツリガ子カヅラ　一名ハンシヤウヅル
30 ヤマモヽ　楊梅
31 ソゲキ　伊豆方言

32 アスナロノヤドリギ　　羅漢栢寄生　駿州富士山下ノ村上井戸村之産
33 マタヽビ　木天蓼
34 タウゲシバ
35 スノキ
36 アサクラサンシヤウ　蜀椒　駿州産

表2　「豆相駿廻村植物写真」の内容

配列 記載名称
37 シラクチカヅラ 樋彌樋候桃　豆州天城山産
38 樋彌樋候桃　相州大山産
39 ヤマシャクヤク　草芍薬
40 サイハイラン　豆州天城山方言イモバックリ
41 ヱコ　斉墩果　豆州天城山産
42 ツルマサキ　扶芳藤
43 ハマハタザホ
44 マキ　羅漢松
45 ミヅキ
46 チリツバキ　晩山茶
47 アブラギリ　「貝２つの下に缶」子桐　ドクヱ
48 イハナンテン　相州箱根産
49 フタツバクサ　豆州天城山　駿州富士山麓　相州箱根山等
50 カヤラン　四月於豆州子ッコ峠採之
51 子バツヽジ　一名モチツヽジ　四月於伊豆採之
52 ウバメカシ

53 　　　　豆州手石村三島社林之産　慶応二年丙寅四月十二日採之
54 チドリノキ
55 シマサクラ　伊豆方言
56 オホルリサウ
57 フウトウカツラ
58 ナギ　竹栢
59 和実梅　駿州府中産
60 イテウウキクサ　生於水田中　駿河方言ヤリクサ
61 マツツゲ　松寄生
62 キムラタケ　駿州富士山麓深林中之産
63 ハマウツボ　相州糟谷村路傍草中之産
64 バライチゴ
65 シラカ子サウ　駿州富士山麓深林中之産
66 ユヅリハ　交譲木
67 イヌツゲ
68 イヌツゲ　柞木
69 イヨゾメ　莢葱迷
70 テイカヽツラ　絡石　一名クチナシカツラ
71 ヤマムラサキ
72 コバンモチ　豆州子ッコ越産方言モチ
73 イヌモチ　駿河方言　フクラシバ
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配列 記載名称
1 井ノシリ　房州ニテシリコダマトモ　相州金沢産　慶応二年三月一日
2 ジヒカゼ　即ヒザヽラガヒ　三月二日
3 シラス　鷲毛魚　相州浦賀産　三月四日
4 ヒトデ　海盤車　三月五日
5 ウミギス　相州浦賀　三月五日
6 ナマコ　一種　三月五日
7 イソシャグマ　相州産　三月五日
8 イソツビ　莵葵藻希　相州産　三月五日
9 イソツビ　一種白足緑身者　相州産　慶応二年寅三月七日
10 グミ　相州方言　三月七日
11 ナマコ　一種　三月七日
12 ウツラガイ　伊豆産　三月
13 ドクギヨ　豆州伊東和田村之産
14 サンショウヲ　豆州天城山渓水之産　四月
15 （昆虫）　伊豆産
16 ダニ　牛蝨　天城山産
17 ダニ　駿河産
18 金亀蟲　豆州天城山麓湯ケ島村産
19 ダイコクムシ

表3　「豆相駿廻村動物写生図」の内容



鶴田清次（資料番号 123）「文久二壬戌年より物産学入学姓名記」
　　（資料番号６）のうち，鶴田清次郎の箇所

「豆相駿廻村動物写生図」
　　（資料番号 17）のうち

「豆相駿廻村動物写生図」
　　　　　　（資料番号 17）のうち

「豆相駿廻村動物写生図」
　　　　　　（資料番号 17）のうち

「豆相駿廻村植物写真」
　　（資料番号 18）のうち

「豆相駿廻村植物写真」
　　（資料番号 18）のうち



栗本丹洲画小動物図（資料番号 1）のうち，ハウチン

栗本丹洲画小動物図（資料番号 2）のうち，筑前秋月で捕獲されたテンの一種

栗本丹洲画小動物図（資料番号 3）のうち，堅田侯堀田正敦から示された山猫毛皮



栗本丹洲画小動物図（資料番号 4）のうち，笹熊

栗本丹洲画小動物図（資料番号 5）のうち，長崎奉行土屋紀伊守から送られた
ハリネズミの毛皮

栗本丹洲画小動物図（資料番号 5）のうち，ムササビ



鶴田清次・佐々井半十郎撰／中島仰山画『葛布一覧』
明治5年刊・８年校訂 沼津市明治史料館蔵

鶴田清次・佐々井半十郎撰／中島仰山画『草綿一覧』
明治5年刊 沼津市明治史料館蔵

鶴田清次誌・服部雪斎画『澱粉一覧』
明治7年刊 沼津市明治史料館蔵

岩崎灌園著／小野職愨校閲／鶴田清次補正・出版
『本草図譜　山草部』の扉　明治17年刊　
沼津市明治史料館蔵


